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　昔から母の口癖は、普通の貴族の娘ならそんなことはしない、だった。

　美しく、姉と勘違いされるくらい若々しい母。

　父はそんな母に心底惚れ込んでいて、何年もかかって口説き、ようやく手に入れた妻を溺愛していた。

　いつも母のことを優先させ、したいようにさせておく。だから母がいくら自分を咎めても、口を挟むことは一度もない。

　むしろ母に同意することが多かった。

　自分が「普通」ではないのならば、それも仕方がないのかもしれない。

　では、普通とは何なのだろう。

（他の令嬢と同じようにすればいい。わかっているけれど）

　そんなふたりの間にひとり娘として生まれたクリスティーナは、大きく溜息をついた。

　母に叱られた日は、こうして自室に閉じこもり、窓から空を見上げることが習慣になっている。

　あいにく今日は曇り空だ。

　クリスティーナの心と同じような、どんよりとした灰色の雲が見えるだけ。いつもは澄んだ青空を見ると心が晴れ晴れとしたのに、今日はそれすらもできないらしい。

「はぁ……」

　もう一度溜息をつき、窓ガラスに映った自分の顔を見つめる。

　ゆるくウェーブしている長い髪は、金色。

　大きな瞳は、澄んだ緑色。

　生き写しだと言われるくらい母にそっくりなのに、どうして心はこんなにも違うのだろう。

　母の好きなもの。

　流行りのドレス。宝石。華やかで美しいもの。

　クリスティーナの好きなもの。

　実用的な剣。馬。そして騎士。

　幼い頃から剣が好きで、騎士になりたいと夢見るクリスティーナは、母にとっては異端だった。

　動きにくいからとシンプルな服を着ていると、伯爵家の娘がみっともない、普通はそんな服は着ないと叱られた。

　誕生日に宝石ではなく馬を強請ったときも、普通の令嬢ならそんなものは望まない。やめなさいと叱られた。

　それでも、どうしても欲しくて父に懇願した。でも母をあんなにも悲しませてまで欲しいのかと言われて、あきらめるしかなかった。

（お母さまは悲しんでなどいないわ。思い通りにならない娘に苛立っているだけよ）

　甲高い母の声が頭の中に蘇り、思わず耳を塞ぐ。

　だが、母を愛している父にそんなことを言えるはずもない。

　そうして去年の誕生日は、欲しくもない宝石をもらい、それを身に付けて王城で開催された舞踏会に参加することを強要された。

　たくさんの男達が着飾ったクリスティーナに群がり、賞賛の言葉を口にする。

　そんな姿を見て、母は昔の自分のようだと満足そうに微笑み、父はそんな母の肩を抱き寄せて、今でも綺麗だと囁く。

　いまだに新婚のような両親に、クリスティーナは気付かれないように苦笑した。

　同じような言葉を口にする、同じような見た目の男達。

　クリスティーナは両親が許可した者だけと踊り、両親に付き添われて帰宅した。

　裕福な伯爵家のひとり娘。

　両親に大切にされている、美貌と評判だった母親に生き写しの箱入り娘。

　それが世間から見たクリスティーナの姿。

　本当のクリスティーナのことなど、誰も知らないのだ。
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　あれからもうすぐ一年。

　クリスティーナも、もう十八歳になる。

　同じ年頃の貴族の令嬢は、もう結婚している人もいるくらいだ。そろそろクリスティーナにもそんな話が来ているのだろう。

　この間の舞踏会でも、両親は色々な人と話をしていた。そして品定めをするように、着飾った青年たちを眺めている。

　そんな様子に、もう自由でいられる期間は短いのかもしれないと考える。

（このまま、両親の決めた人と結婚して、本当の自分を隠して普通の貴族として生きていく。わたしには、その道しかないの？）

　普通の令嬢ならば、疑いもせずに両親から指示された道をただ歩いていくのか。

　それとも皆、苦悩や迷いを乗り越えて、それでも与えられた使命を果たそうとして、そうしているのか。

　誰かに尋ねてみたいが、そんなことを語り合えるような親しい友人はいない。いるのは、いつも同じような話題しか口にしない、「普通」の貴族の令嬢達だ。まるでドレスや宝石、そうして同じ年代の貴族の青年のことしか話してはいけないと、誰かに命令されているかのように。

（ああ、駄目ね）

　クリスティーナは首を大きく横に振った。

　どんよりとした天気に引きずられて、心まで大きく曇ってしまったようだ。

　こんなところでひとりで嘆いていても、誰かを恨んでいても、状況は何も変わらない。

　自分の心を立て直せるのは、自分だけだ。

　クリスティーナは立ち上がると、衣装棚の前に移動した。左右に大きく開く棚の中には、色とりどりの美しいドレスがぎっしりと詰め込まれている。その中に手を差し込むと、布に包まれたあるものを取り出した。

　それは宝石が嵌め込まれた、美しいナイフ。

　クリスティーナの宝物だった。

（これを貰ったのは十歳の誕生日だったから、もう八年前ね）

　十歳になったクリスティーナの誕生パーティーは、とても盛大なものだった。

　多くの親戚や両親の知人、そして選びぬかれたクリスティーナの「友人」が招待されている。

　祖母が隣国のアリムリア王国出身だったことから、招待された客は国内の者だけではなかった。たぶんこのナイフを贈ってくれたのは、そのアリムリア国から来た少年だったと思う。

　この日の主役であるクリスティーナのために、たくさんの贈り物が届けられた。

　可愛らしいもの。

　美しいもの。

　まだ子どもだったこともあり、お菓子やぬいぐるみもあった。

　その中で、この小振りのナイフはあまりにも異端だった。

　しかしその頃から剣や馬などに興味があったクリスティーナは、とても嬉しかった。

　このナイフを贈ってくれた少年のことは、はっきりと覚えていない。ただ、少し年上だったと思う。

　他に覚えているのは、その少年の母親が、煌びやかな騎士服を着ていたことくらい。

　アリムリア王国では剣技が盛んで、実力があれば女性でも騎士になれるらしい。

　自分の母とは違う美しい凛々しさに、クリスティーナはたちまち魅せられた。

　その少年は、騎士になりたくて、剣を習っているらしい。師である母はかなり厳しく、それでも夢を叶えたくて頑張っていると聞いて、クリスティーナの胸にも同じ夢が宿った。

　わたしも剣や馬が好き。

　わたしも、騎士になりたい。

　そう言ったクリスティーナに、彼は一緒に夢を叶えようと言ってくれた。

　今思えば、このメイロイア王国では、女は騎士にはなれない。

　さらに屈強な騎士団があるアリムリア王国とは違い、この国の騎士など貴族の子息のための名誉職のようなものだ。もしなれたとしても、形式ばかりの意味のないもの。血の滲むような訓練をしている彼とは、あまりにも違いすぎる。

　さすがの両親も、毎年大規模な誕生日パーティーを開くわけでもなく、彼とはあれ以来会っていない。同じ年頃だったことを考えれば、彼はもう夢を叶えたのかもしれない。

　羨ましい、という気持ちが沸き上がってきて、クリスティーナは自嘲するように笑みを浮かべた。

　この国に生まれた。伯爵家に生まれた。女として生まれた。そのすべてが、夢など叶うはずがなかったことを告げている。それなのにどうして、いつまでもこの夢を抱き続けてしまうのだろう。

　いつかすべてをあきらめ、両親から示された道を歩く日が来るのだろうか。

「ああ、今日は本当に駄目ね」

　気持ちを無理に立て直すこともあきらめて、溜息をつく。

　この憂鬱な気持ちは、天気のせいだけではない。そのことに、クリスティーナもとっくに気が付いていた。

　もうすぐ十八歳の誕生日が来る。

　その日が来たら、もう逃げられない。

　誕生日パーティーで婚約を発表するのは、よくある話だ。きっと自分もそうなるという確信が、クリスティーナにはあった。

　なぜなら、母がそうだったから。

　十八歳の誕生日パーティーで婚約を発表して、翌年の春に結婚した。母は、そっくりな娘に自分と同じような人生を歩ませたいと願っているのだ。

　母がそう願っている以上、父もそうするに違いない。

（そして今度は夫に従い、生きていく。それがわたしの人生……）

　想像するだけで、また気持ちが沈む。

（でも……）

　こうして憂鬱な気持ちを抱えているのは、両親のせいばかりではない。

　本当に夢を叶えたいなら、家を出て隣国に行くべきなのだろう。

　あの少年なら、きっとそうする。絶対に騎士になるのだと言っていた彼の瞳の輝きだけは、今も覚えている。

　でも自分はこうして空を見上げながら、運命を嘆いて溜息をつくだけ。

　騎士になることをあきらめかけているのに、あきらめることができないのに、隣国になんて行けるはずがない、騎士になんてなれるはずがないと思っている。

「こんなに悩むのは、わたしが普通ではないから？」

　思わずそう呟く。

　クリスティーナは、それがただひとつの拠り所であるかのように、美しいナイフを握りしめた。
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　思えばクリスティーナに必要だったのは、きっかけだった。

　一度心を決めてしまえば、あれこれ悩んでいたのが時間の無駄だったと思うくらいに行動することができた。

　そして、そのきっかけはやはり母だった。

　あの頃、クリスティーナは連日、母の命令でドレス合わせをしていた。

　もちろん間近に迫った誕生日パーティーのためのものだ。

　王城の舞踏会に行ったときよりも多い。

　目の前に広げられたドレスを見ながらそう思う。

　さらに何でも決めてしまっていた母が、今回はクリスティーナの好みを何度も確認してくる。

　どちらが好きか。どれがいいか。

　ドレスに興味を持てないクリスティーナからすると、母が決めてくれたほうが楽だった。でもそれは許されず、ひたすら考えて、慎重に選ぶ。

　この行為が、いつもより疲弊した原因だった。

　さらに父も、わざわざ親戚の男性をひとり呼んできて、誰をパーティーに呼んだらいいのか相談している様子だった。

　あまりにも念入りな様子から察すると、やはり自分の婚約が発表されるのは間違いない。

　でもそれがクリスティーナ本人に伝えられるのは、まだ先になるだろう。

　忙しく動く周囲の侍女達に、気が付かれないように深い溜息をつく。

　ドレスや美しい装飾品が好きな女性にとっては、楽しい時間なのかもしれない。でもクリスティーナにとっては、ダンスや礼儀作法よりも苦痛なものだった。

（ダンスなら、まだいいわ。身体を動かすのは好きだもの）

　それでも、母の言いつけに逆らうという選択肢はない。

　おとなしく色々なドレスに着替えていたクリスティーナは、侍女が母に恭しく差し出したネックレスを見て、思わず声を上げた。

「お母様、それは……」

　あまりにも見覚えのある輝き。

　そのネックレスには、衣装棚の奥にしまいこんでいたナイフの宝石と同じものが使われていた。

　そんなはずはないと思う。

　衣装棚の奥に隠していたはずだ。クリスティーナ付の侍女でなければ、見つけられないくらい、奥深くに。

　でも母に言われてしまえば、侍女の立場では逆らえないのではないか。そっと侍女のほうを見ると、彼女達は気まずそうに視線を逸らして去っていく。

　もしかして、という思いがさらに強くなった。

「なかなかの仕上がりね。やっぱり宝石は、美しく飾ってこそよ」

　母はそのネックレスを手に取り、うっとりとした声でそう言った。

　たしかに美しいものだった。

　宝石の色は濃い紫色だったから、銀細工がよく合う。

　繊細な造りのそれは、特別なときにだけ身に付けるようなものだ。

「綺麗でしょう？　これで準備は万全ね」

　満足そうに言った母は、それをクリスティーナに差し出した。

　改めてよく見ると、それはたしかにあの宝石だった。毎日見ていたものだ。見間違えるはずがない。

　大切なナイフが破壊され、宝石だけ取り出されたのだと悟った。

　娘がそれをとても大切にしていることは、母だって知っていたはずだ。

　それなのに勝手に持ち出し、価値があるのはこれだけだとばかりに、宝石を取り出した。うっとりとネックレスを眺める母の姿に、クリスティーナは悟った。

　母に抗議しても、それを受け入られることはない。

　両親とは、これからもわかりあえる日はこないだろう。

　そしてここから出ない限り、ずっと自分を押し殺して生きていくしかないということを。

（わたしは、そんなふうに生きたくない……）

　クリスティーナは唇を噛みしめて、俯いた。

　両親のことは、嫌いではない。

　それに価値観が違うだけで、クリスティーナを愛してくれていることには変わりはない。

　盛大な誕生日パーティーや、用意してくれたたくさんのドレスや宝石からも、それがよくわかる。

　でも、これ以上自分を偽っては生きられない。

（この家を、このメイロイア王国を出よう。そして隣国のアリムリア王国で夢を叶える。絶対に）

　変わり果てた姿になった宝石を見るのはとても悲しかったが、その日のために、今は母に抗議したりせずにおとなしく言われた通りにした。

　おとなしく従う娘の姿に、母は上機嫌だった。

　母の機嫌が良いと、父もそうなる。

　準備は着々と進んでいく。

　きっと、誕生日パーティーは盛大なものになるだろう。

　その日は、お前の婚約者を発表する。

　父からそう聞いた次の日の夜に、クリスティーナは家を出る決意をした。

　今日は父と母が王城で開催されている舞踏会に参加している。

　今夜しかない。

　もう迷いはなかった。

　そのために、少しずつ準備もしていた。

　荷物は小さい鞄がひとつだけ。

　最低限の着替えと、当分の費用として、売っても問題にならない小さな宝石をいくつか。持ち出すものはそれだけだ。

　書き置きを残そうかと思ったが、最後まで悩んでからやめた。もう自分のことは忘れてほしい。父も母もまだ若い。跡継ぎなら、これからできるかもしれない。

　あのナイフの宝石から作られたネックレスも持っていきたかったが、当日のためにと母が管理している。いくら母が不在でも、持ち出すことは不可能だ。侍女達に見つかってしまえば、この計画そのものが失敗してしまう。

（持っていきたかったけれど……）

　それだけは心残りだったが、もう大きく変えられてしまったこともあり、断念した。

　今日は早めに休むと言って侍女を帰し、そのときを待つ。最近は誕生日パーティーの準備で疲れ果てていることを知っているので、クリスティーナ付の侍女もあっさりと承知してくれた。

　それからは静かに、決行するときを待った。

　娘の婚約が決まったから、挨拶する人が多いと父が言っていた。両親が帰って来るのは朝方近くになるだろう。

　クリスティーナが早々に眠ってしまったこともあり、そんな時間に帰って来る主を迎えるために今は休もうと、侍女達は休息しているはずだ。

　荷物を持って、窓を大きく開けた。

　入り口からではなく、ここから抜け出すためだ。

　素早く周囲を見渡し、誰もいないことを確かめてから、窓枠を乗り越える。まさかクリスティーナがこんなところから出入りするなんて、誰も思わないだろう。

（普通の伯爵令嬢なら、無理ね）

　そう思って、くすりと笑う。

　普通ではないから、ここから抜け出すことができる。

　窓から出たあとは、庭園のほうに回り、今度は柵を乗り越える。かなりの高さがあったが、身軽だったこともあり、危なげなく越えることができた。

　そこからは、徒歩で町の外を目指す。

　さすがに隣国まで歩いていくつもりはないが、朝にならないと乗合馬車も動かないだろう。それに夜の間は王都も出入りの監視が厳しくなる。大胆かもしれないが、今日は王都の宿に泊まって、明日になってからアリムリア王国を目指そう。

　そう決めて、深夜でも営業している宿屋を探して宿泊した。父も、まさか娘がこんな下町に近い宿屋にいるとは思わないだろう。

　こんな時間に若い娘がひとりで泊まりにきたことを訝しむ宿屋の主人に、没落した貴族の娘を装い、宝石と現金を交換してもらう。壮年の男性は厳つい顔をしていたが、結果的にクリスティーナを憐れんでくれた。隣国にいる親戚を頼って訪ねるのだと言えば、馬車の乗り方まで丁寧に説明してくれたのだ。

　こんなに親切にしてくれたのに、嘘を言ってしまったことを後ろめたく思う。一晩お世話になった部屋に宝石をひとつ残し、言われた通り辻馬車に乗って、隣国を目指した。

　王都から隣国までは、馬車だと二日ほどの道のりだった。商人や親子連れなどたくさんの人が乗っていたせいで少し窮屈だったが、おかげで目立たずに済んだ。

　初めてアリムリア王国に入ったときのことは、今でもよく覚えている。

　それはあまりにも衝撃的な光景だった。

　まず国境を守る騎士に、女性の姿があったこと。

　クリスティーナが生まれたメイロイア王国とアリムリア王国は友好関係だったから、そう大袈裟な警備だったわけではない。でも、本当にこの国では女性も騎士になれるのだ。それを目の当たりにして、クリスティーナの心は弾んだ。

　国境からアリムリア王国の王都までは、さらに馬車で一日。

　その間に見た光景も、メイロイア王国では考えられないものだ。

　女性がひとりで買い物をしていたり、剣の稽古をしていたりする。

　ここまで来たらもう、一人旅をしていたクリスティーナが不審がられることもなく、普通に宿も取ることができた。

　アリムリア王国の王都は、とても賑やかで栄えていた。

　祖国メイロイア王国が古くからの伝統を大切にする国ならば、このアリムリア王国は新しいものを積極的に取り入れている国だ。

　どちらが正しいとか、優れているということはない。ただ、個人的に合う、合わないはあるだろう。

　クリスティーナにとっては、この国の気風のほうが身体に合っているようだ。

　さらに幸運なことに、たまたま泊まった宿で、騎士志望だという同じ年頃の女性と知り合うことができた。

　彼女はリーン。

　赤い髪を肩のあたりで切り揃えた、快活な印象の女性だった。

「あなたも騎士になりたいの？」

　宿屋の主人に騎士になるための試験のことを聞いていると、リーンはそう言って話しかけてきた。

　騎士になるためには、試験を受ける必要がある。

　驚くことにその試験は、月一回開催されているらしい。

　それだけ騎士になりたい者は多く、世界中からその試験を受けたい人が集まっているようだ。とくに、女性が騎士になれる国は大陸でもそう多くはない。だからこうして、女性達がたくさん集まって来るのだろう。

「ええ。あなたもってことは……」

「そう、私も騎士になりたくて地方から出てきたの。リーンよ。あなたは？」

「クリス。わたしはメイロイア王国から来たの」

　変に誤魔化しても不審に思われると、素直に自分の出身を告げる。

　そういう女性は多いらしく、とくに不審がられた様子もなかった。

　リーンはこの国の地方出身らしく、不慣れなクリスティーナに色々と教えてくれた。

「メイロイア王国かぁ。あの国から来る女性は多いよ。騎士じゃなくても、独立したい人とか、職人になりたい女性とか」

　そう言われて、頷く。

　あの国で女性が自立することは、一般市民であってもなかなか難しい。

「今月の試験はもう終わってしまったから、次は来月かな。私も受けるつもりなの。よろしくね、クリス」

「ええ、わたしこそ。何もわからずに来てしまったから、心強いわ」

　それから試験の日まで、彼女と王都を観光したり、剣の稽古をしたりして過ごした。

　本物の剣を持つのは初めてだったが、嬉しいことに素質はあったようだ。リーンと通った剣の道場で筋がいいと褒められて素直に喜んだ。

　長かった髪は、少し切った。あまりにも長すぎて邪魔だったからだ。買い取らせてほしいと言われて承諾したが、あんなに高く売れるとは思わなかった。日頃から手入れをしてもらっていたお陰だろう。

「クリスって、そんなに綺麗なのに、目指しているのは騎士なのね」

　そんな日々を過ごしていた夜。

　リーンと一緒に夕食をとっていたとき、彼女はしみじみと言った。

「うん。子どもの頃からずっと夢だったの」

「じゃあようやく夢を叶えられるのね」

　よかったね、とリーンは笑ってくれた。

　叶うはずがない。そう思い続けてきた夢を、笑顔で認めてくれる。応援してくれる彼女の存在が、とても嬉しかった。

　試験は民間出身と、他国を含めた貴族階級と分れている。だが、貴族階級の試験を受けるには色々な証明書が必要となる。当然そんなものを用意していないクリスティーナは、一般試験を受けることにした。

　もちろん、リーンも一緒だ。

　彼女がいるから、もし証明書があっても貴族階級の試験は受けなかったかもしれない。

「騎士になるための試験は、そう難しくはないのよ。犯罪歴さえなければ、ほとんど合格する。でもね、その先が大変なの。猛特訓の毎日だからね。一年後には半数がいなくなるって話よ」

　リーンはそう教えてくれた。

「半数。だから毎月試験があるのね」

「そうそう。とくに女性の脱落者は多いの。でもわたしたちは頑張って、残ろうね」

「ええ、もちろん。念願の騎士になれるのよ。そう簡単にはあきらめないわ」

　ほとんどが合格すると言われていても、ずっと願っていた夢が叶った瞬間は、格別だった。

　制服と剣を支給され、それに腕を通した瞬間、思わず涙が出たくらいだ。

　もちろんリーンも合格していて、ふたりで頑張ろうと誓い合う。

「これからね」

「うん、これからだよ。絶対、ふたり揃って正騎士になろうね」

　他国から来た者にとってはありがたいことに、騎士見習いとなった者は皆、寄宿舎で共同生活をすることになっている。部屋は受付番号順に振り当てられていたらしく、リーンと同室になることができた。

　他には、クリスティーナと同じように他国から来た女性がひとり。

　黒髪で知的な雰囲気を纏った彼女はカレン。

　そして王都出身だという茶色の髪をした可愛らしい顔立ちのマリア。

　快活で明るい彼女は、このグループのムードメーカーだった。

　皆、同じような年頃で、幼い頃から騎士に憧れてきたという共通点もあった。

　訓練も初めから苛烈なものではなく、最初は基礎体力をつけるために延々と走り込みをさせられた。

　それでも、最近まで箱入り娘だったクリスティーナにはかなり堪えた。

　くじけなかったのは、励まし合える仲間がいたからだ。彼女達はクリスティーナにとって初めて得ることができた、本当の「友人」だった。






「ねえ、クリス。あなた、気を付けたほうがいいかもしれない」

　カレンにそう言われたのは、騎士見習いになってから五か月ほど経過した頃だった。

　最初は思い出していた祖国や両親のことも、近頃は忙しさに追われてほとんど考えなくなっていた。見習いは訓練だけではなく、馬の世話や寄宿舎の掃除や炊事当番などもあって、なかなか忙しい。

「え？　気を付けるって何を？」

　この日も炊事当番だったクリスティーナは、じゃがいもの皮を剥きながら首を傾げた。最初はまったくできなかった料理も、今はなんとかこなせるようになっていた。それもあきれたりせずに丁寧に指導してくれた友人達のお陰だと、心から感謝していた。

　そんな友人からの忠告だ。

　クリスティーナは首を傾げながらも、問い返してみる。

　でもそんなクリスティーナの姿に、友人達は溜息をついたり、首を横に振ったりしている。

「え？　どういうこと？」

「その返答からして、まったく気づいていないのね」

　カレンはあきれたようだったが、本気でクリスティーナを心配しているようだ。

「騎士といっても色々いるのよ。本気で騎士になりたくて、訓練を重ねてきた崇高な志を持つ者もいれば、手っ取り早い職業として騎士を選ぶ者もいる。後者の中には、犯罪にこそ手を染めていないけれど、予備軍みたいなやつらもいるのよ」

　そんな男達に、クリスティーナは目をつけられている。

　そう言われて、思わず息を呑む。

「わたしが？　どうして？」

「どうしてって……。あなた、本当に愛されて育ったのね。悪意になんて晒されたこと、なかったでしょう？」

　カレンはここに辿り着くまでかなり苦労していたらしく、他人からの悪意には人一倍敏感だった。

　両親が亡くなり、親戚に騙されて遺産を全部奪われ、挙句に殺されそうになったと聞いて、自分がどれだけ恵まれていたか思い知ったことを思い出す。

「それは……」

　カレンの言うように、危害を加えられそうになったことなど一度もない。父も母も、望む方法ではなかったけれど、クリスティーナを大切にしてくれた。

「だからね、美人だから目をつけられているってことよ。貴族階級にもなかなかいないほどの女性が、こんな警備の甘い一般寄宿舎にいるんだから。本気で気を付けないと駄目」

　俯きそうになったクリスティーナの背中を、ぽんと叩いてそう言ってくれたのは、リーンだった。

　四人組になった今も、彼女はクリスティーナにとって一番の親友だった。

「そうそう。あんたみたいな子は、さっさと相手を見つけたほうがいいわよ。誰かいいなって思う人、いないの？」

　周囲に男はたくさんいるんだから、と王都出身のマリアは快活に笑う。彼女の明るさに釣られて、クリスティーナにも笑顔が戻る。

「いい人かぁ。うーん、急にそう言われても」

　祖国とは何もかも違うこの国では、騎士同士の恋愛も自由だった。

　夫婦で騎士団に所属している者も多い。

　だが貴族階級だとまた違うのかもしれないが、手軽に付き合ったり別れたりしているのを目の当たりにすると、さすがに戸惑いを隠せなかった。

「あ、でも団長は素敵だと思う」

「え？　騎士団長？」

　驚くリーンに、唸るカレン。

「それはまた随分と、上を見たわね」

　クリスティーナは白皙の肌をほんのりと染めて、頷いた。

　この国の騎士団は四つに分かれている。近衛騎士団、聖騎士団。そして第一騎士団と第二騎士団だ。

　近衛騎士団は国王の警備をする騎士で、この国の貴族出身しかなることができない。

　聖騎士団は、教会を守護する騎士で他国の貴族や裕福な身分の者が所属している。

　そしてこの国を守護する正騎士が所属する第一騎士団に、見習い騎士が所属している第二騎士団だ。

　クリスティーナが言う団長とは、その第一騎士団の団長である、レジナルド・ソリューだった。

　彼は貴族階級の出身らしいが、実力主義の第一騎士団で団長を務めているだけあって、その剣技は見事なものだった。しかも史上最年少の団長だ。

　さらに整った顔立ちで年齢も若いとあって、女性騎士の憧れの的になっている。

「初めて間近で見たときは、驚いたもの。あの剣の速さ。大胆ながらも繊細な攻撃。わたしなんかまだまだ足もとにも及ばないけれど、いつか剣を交えてみたい……」

「え？」

「……そっち？」

　なぜか友人達が脱力していたが、クリスティーナはうっとりとして目を閉じる。

「騎士としてじゃなくて、男性として素敵な人はいないの？」

「男性……」

「団長とか、見た目も最高じゃない」

　言われてみればたしかに、貴族の男性を見慣れている自分でも驚くくらい、彼の容貌は整っていた。

　艶やかな黒髪に、深い海のような青い瞳。

　騎士らしく鍛えられた体躯に、強い意志を宿す眼差し。

　でもそれ以上に、クリスティーナは彼の剣技に魅せられていた。

「まあ、あんたならいけるかもしれないよ。それだけ美人ならね。……それにね」

　マリアが内緒話をするように、声を低くする。つられてクリスティーナも、他の友人達も彼女に近寄った。

「団長って、少し前に結婚するかもって言う噂、あったよね？」

　クリスティーナは知らなかったが、リーンとカレンはその言葉に頷いていた。

「ああ、あったね」

「あれが延期というか、破談っぽくなったみたいで。それを聞きつけた王太子殿下が、さっそく新しいお見合い相手を探そうとしたらしいの」

「王太子殿下が？」

　そうそう、とマリアが頷く。

「そう。それを、王弟殿下が妨害したっていう噂を聞いたの」

「え？　王弟殿下が？」

「団長ともなれば、どっちも味方に引き込みたいだろうしね。でも、いまどき政略結婚なんてねぇ……」

　好き勝手に話す友人達の言葉を聞きながら、少し戸惑う。

　クリスティーナの国では、政略結婚なんて当たり前だった。それなのにこの国では、貴族同士でも恋愛結婚が普通らしい。もっとも、軍の力の強い国と貴族の権力が強い国とでは、事情が違うのかもしれないが。

「だからね、クリスも頑張って」

「え？　な、なにを？」

　今の話のどこが、頑張って、に繋がるのだろう。

　首を傾げるクリスティーナに、マリアはもちろん団長のことよ、と言って笑う。

「今回のことで、団長も戸惑っているらしいの。どっちの関係者でもない人と、早く結婚したほうがいいって、第二騎士団のミリー団長がアドバイスしていたのを聞いたわ。だから、チャンスよ」

　あれだけの人がフリーでいる期間は、きっと短いわよ。

　マリアは、最後には真剣な顔でそう言った。

（……でも、今はまだ、そんなこと考えられないの）

　あいまいに頷きながら、心の中でそう反論する。

　まだ騎士になりたいという夢を、叶えたばかりなのだ。

　毎日の訓練や日々の雑用。友人以外との人間関係。そんなことで、今は精一杯。

　それにまだ、この国の人ほど気楽に恋愛をする気にはなれなかった。

　価値観を変えるのは、そう簡単ではない。
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　それからまた、忙しい日々が過ぎていく。

　この日の当番は、馬の世話だった。

　割り当てられる雑用の中でもとくに大変なものだ。でも、あれだけ欲しかった馬と接することができるのは、嬉しかった。

　手を掛けただけ、懐いてくれるのも嬉しい。

「あ、クリス。そっちが終わったんなら向こうを手伝ってくれないか？」

　馬の世話が終わり、寄宿舎に帰ろうとしたときだった。

　すれ違った見習い騎士にそう言われ、快く頷く。

「ええ、いいわ」

　普段は友人同士で固まっているとはいえ、やはり当番のときには男性とも接する機会がある。父親以外の男性とほとんど接したことのないクリスティーナは、話すたびに緊張していたが、じきにそれも慣れた。

　今では同じ見習い騎士として、普通に接することができる。

　男のあとについて、厩舎の裏に向かう。他に人が誰もいないことを疑問に思いながら、周囲を見渡した。

「わたしは何をすればいいの？」

　そう尋ねた瞬間、ふいに腕を掴まれた。

「えっ」

　驚く間もなく、厩舎の壁に押しつけられる。その壁の冷たさに、背筋がひやりとした。

「な、何を……」

　慌てて振り解こうとしたが、思いのほか力強い腕は、クリスティーナから離れなかった。

「君のこと、ずっと前から見ていたんだ」

「何を言っているの？」

　熱を帯びた視線が自分に注がれている。

「なあ、俺のものになれよ……」

　しかも男は、そう言いながら顔を近づけてくる。

　友人達の忠告はこれだったのかと思っても、もう遅い。

　でもまさか騎士団の敷地内で、こんなことをする者がいるなんて思わなかった。

　その考えが甘かったのだろうか。

「嫌っ！　離して！」

　それでも、このまま男の思い通りになるなんて嫌だった。

　思いきり叫ぶと、慌てた男に口を塞がれる。

　背後から抱きつかれて、布越しに感じる他人の体温に、ぞわりとした嫌悪感を覚える。

（誰か……）

　助けて、と声にならない叫びを上げたとき。

「そこで何をしている」

　冷たい声が響き渡る。

　威圧感のある声に、クリスティーナを押さえていた男の手がびくりと動いた。思わず顔を上げると、剣を手にしたひとりの男が、厳しい顔でこちらを睨んでいる。

（あ……）

　その姿には見覚えがあった。

　数日前に友人達と噂をしていた、第一騎士団の団長、レジナルド・ソリューだ。

　厩舎の向こう側には、剣の鍛錬場がある。いつもきちんと着用している制服をやや着くずしているところから察すると、そこで剣の稽古をしていたのかもしれない。

　そして、その方向から見れば、男女が人目を忍んで睦み合っているように見えると気が付いた。

　彼の厳しい声はそのためだ。

「あ、あの。俺達は……」

　男が慌てて言い訳をしようとしている。

（俺達？）

　その言葉に反応したクリスティーナは、男の腕から素早く抜け出して、レジナルドの背後に逃げ込んだ。

「助けてください！　仕事を手伝うように言われたからついて行ったら、あの人が無理矢理……」

　そう言って、その背中にしがみつく。

　とっさの判断だが、間違ってはいなかったようだ。

　男は、恋人同士が人気のないところで抱き合っていたことにしようとしていたらしい。

　当てが外れて狼狽える男の姿に、レジナルドの視線がますます厳しいものになっていく。

　すべての騎士の頂点に立つ騎士団長の殺気に、たかが半年程度の見習い騎士が耐えられるはずもない。

「ひ、ひぃぃ」

　彼は悲鳴のような情けない声を上げると、一目散に逃げていった。

「……」

　あまりにも見事な逃げっぷりに、クリスティーナも呆然と見送るしかなかった。

　彼はもう、戻ってこないだろう。

　見習い騎士がまたひとり、脱落した。

　ただそれだけの話だ。

　クリスティーナと同じようにその男の後ろ姿を見送っていたレジナルドは、あきれたような溜息をつくと、振り返ってこう言った。

「怪我はないか？」

「は、はい。助けていただいてありがとうございました」

　礼を言って頭を下げようとした。

　だが、レジナルドが自分の顔を見つめたまま驚愕している姿を見て、首を傾げる。

「あの、団長？」

「……。……ああ、君は、見習いか？」

　クリスティーナの言葉にようやく我に返ったらしいレジナルドが、そう尋ねた。

「はい。半年ほど前に入隊しました、クリスと申します」

　そう言って改めて頭を下げると、彼は小さくその名前を口にした。

「……クリス」

「はい」

「今日のようなことは、よくあるのか？」

「いいえ、初めてです。ただ、友人達には気を付けるようにと言われていたのに、わたしが迂闊でした」

　今後、気を付けます。そう言ってもう一度頭を下げたとき、背後から呼ぶ声がした。

「クリス！」

「ねえ、大丈夫？」

　リーンとマリア。

「あなたが連れ去られたって聞いて、心配していたのよ」

　そしてカレンだった。

　三人とも息を乱していて、探し回ってくれていたらしいと気が付く。

「ありがとう。……ごめんなさい。せっかく忠告してくれたのに」

「そんなことはいいのよ。それより」

　そう言いかけたマリアが、クリスティーナの背後に立っていたレジナルドに気が付いて、口を閉ざす。

「団長」

　ぽつりとつぶやいたのは、リーンだった。

　クリスティーナが彼に助けられたことを話すと、リーンは思い詰めたような目で彼を見上げる。

「団長、お願いします。クリスのこと、守ってくださいませんか？」

「え？　リーン？」

　突然のことに慌てるクリスティーナだったが、マリアとカレンまで、彼の前で頭を下げる。

「ねえ、わたしなら大丈夫よ。これから気を付けるから」

　慌ててそう言うが、彼女達は動こうとしない。

「見て頂ければわかると思いますが、クリスは目立ちすぎます」

「それなのに、あまり危機感がないというか、自分のことをわかっていないんです」

「このままじゃいつかクリスが傷つけられてしまいそうで、私達は心配で……」

　口々にそう言う友人達の姿に、そんなに心配をかけてしまっていたのかと、申し訳なくなる。

「……わかった。彼女のことは、俺が責任を持って面倒を見よう」

　しばらく厳しい顔をして考え込んでいたレジナルドは、ふと視線を和らげてそう言った。

「あ、ありがとうございます」

　友人達は歓喜の声を上げていたが、クリスティーナは戸惑うばかりだ。

「そんな、お忙しい団長に気に掛けてもらうほどのことでは」

「もらうほどなの！」

　言いかけた言葉は、リーンの大きな声に簡単にかき消されてしまう。

「……はい。すみません」

　リーンだけではなく、カレンやマリアにまで睨まれて、クリスティーナは小さくなって呟いた。

「謝る必要はない。君は被害者だ」

　レジナルドの声に思わず顔を上げると、彼は優しく微笑む。

　普段の厳しさとのあまりの違いに、思わず息を呑む。友人達も、ふぁ、とかはぅ、と言っていたので、きっと流れ弾に当たってしまったのだろう。

「無事でよかった」

　そう言って彼が立ち去ったあと、クリスティーナは忠告をちゃんと受け取らなかったことを詫び、友人達は無事だったことを喜んでくれた。

「でも、まさか団長が通りかかるなんて、幸運だったねぇ」

　しみじみとそう言うリーンに、同意して頷く。

「これからは団長が守ってくれるから、安心ね」

　からかうような言葉に、誰のせいでと言おうとしたが、やめた。

　真剣にクリスティーナの身を案じて、レジナルドに懇願してくれたことを理解しているからだ。

「そうね。ありがとう」

「友達を心配するのは当然よ。……それより」

　にやりと笑うマリアは、何かを企んでいるような顔をしていた。

「これはチャンスよ。頑張って団長とお近づきになるの」

「え、それは……。ちょっと……」

　さすがに公私混同だと首を振る。

　彼は騎士団の平和のために、引き受けてくれたにすぎない。

「でも、助けられたとき、少しはときめいたでしょう？」

「うん。まぁ、たしかに」

　視線ひとつで男を退けたレジナルドの背後に逃げ込んだときは、本当に心から安堵した。

「それにあの笑顔。恋人になれたら、あれを独り占めできるんだよ。頑張らなきゃ！」

　うんうん、と頷く友人達につられて、あの笑顔を思い出す。

（たしかに素敵だったけど……）

　何となく、気になる。

　ただ見惚れるだけでは終わらない、何かがあった。

　それが警戒するべきものなのか、安心するべきものなのかもわからないまま、こうしてクリスティーナはレジナルドの保護下に入った。

　この日から、朝と夜の二回、レジナルドのもとを訪れて変わったことはないか、困っていることはないか報告することになったのだ。

　それはあまりにも効果的だった。

　まず、クリスティーナに話しかけてくる男達の数が、驚くほど減った。

　もちろん普通に声を掛ける人もいるが、その人達からは敵意も害意も感じない。ただ遠くから、欲望が込められた視線を悔しそうにいくつも向けられた。

　こんな中で危機感もなく過ごしていたのかと思うと、自分の迂闊さを心から反省した。今さらながら青くなるクリスティーナに、友人達はようやくわかったかと溜息をつく。

「まぁ、これも団長が引き受けてくれたお陰ね。思っていた通り、団長こそ最強の盾だったわ」

「そうそう。まず剣の腕で第一騎士団では敵わない。身分は貴族だから、聖騎士団とも対等。さらに王太子殿下から信頼されているから、近衛騎士でも手が出せない。今の王太子殿下が即位したら、近衛騎士団の団長になるって言われているしね」

　そこまで考えて、クリスティーナを守れるのは彼しかいないと、皆で話し合ったらしい。

「……みんな、ありがとう。わたしのために、そこまで考えてくれて」

　あらためてそう言うと、彼女達は少し照れたように笑った。

「あのときも言ったでしょう？　友達を心配するのは当然よ」

「友達」

　その言葉が、泣きたいくらい嬉しい。

　生まれ育った国を出て初めて得た、本当の友達。

　そして、厳しくも優しい上司。

　レジナルドは本当にクリスティーナのことを気に掛けてくれ、時間のあるときには剣の稽古までしてくれるようになった。騎士団長が個人的に教えてくれるなんて、第一騎士団の団員でもなかなかできないことだ。

　ときどき祖国や両親を思い出すこともある。

　でも、これでよかったのだ。

　ここで鍛錬を積んで、いつかきっと彼のような騎士になりたい。いずれ結婚することもあるかもしれないが、それはこの国ですることになるだろう。

　そのときは、幼い約束を交わしたあの男の子の母のような、凛々しく強い母になりたい。

　そう願っていた。







※








　だが、ある日のこと。

「ねえ、クリス。第二騎士団の団長が呼んでいるわ。すぐに来てほしいって」

　慌てて部屋に駆け込んできてそう言ったのは、リーンだった。

「え？　ミリー団長が？」

「うん。急いで来てほしいって」

「わかった。すぐに行くわ」

　見習いや、まだ正騎士になって間もない者ばかりが所属している第二騎士団の団長は、ミリーという女性だった。

　おおらかさと優しさを併った厳しさを持っていて、年齢も相まって騎士団の母と呼ばれている人だ。

　そんな彼女からの呼び出しに、クリスティーナはすぐに従った。

「ああ、クリス。落ち着いて聞いてね」

　第二騎士団の団長室を訪れると、落ち着かない様子でうろうろと歩き回っていたらしい彼女は、クリスティーナを見てこう言った。

「さきほど、あなたの実家から連絡があったの」

「え？」

　実家。

　父に、居場所が知られてしまったのだろうか。

　連れ戻されてしまう。

　ここで築き上げたすべてのものが、奪われてしまう。

　そう思って動揺するクリスティーナに、ミリーはさらに衝撃的なことを告げた。

「あなたのお母様が、ご病気らしいの。娘に会いたがっているそうよ。明日の朝、迎えに来るらしいから、準備しておくように」

「お母様が？」

　叫ぶように言った声は、ほとんど悲鳴に近いものだった。

　すれ違いはあったが、母は自分を愛してくれていた。色々とあったが、すべて母なりに考えてくれていたこと。けっして娘のことを嫌っていたわけではない。

　そしてクリスティーナも、わかりあうことはできなくても、ちゃんと母に愛情を抱いていた。

　だからそんな母が病気で、しかも自分に会いたがっていると聞けば平静ではいられなかった。

「……わかりました。……すみません、少しの間、実家に……」

「ええ、もちろんよ。手続きはすべてこちらでやっておくわ。……気を落とさないでね」

　ミリーは狼狽えるクリスティーナの背を、優しく何度も撫でてくれた。

　今日はもう、訓練も当番もしなくていいから帰宅の準備をするようにと返され、心配して待っていてくれた友人に事情を話す。

　彼女達もとても心配してくれて、狼狽えて何もできないクリスティーナの代わりに、旅支度を整えてくれた。

「クリス、大丈夫よ。きっと大丈夫だから」

　そう慰めてくれる優しさが、心に沁みる。

　その夜は一睡もできなかった。

　ただ母のことが心配で、無事でいるようにと祈っていた。






　翌朝、迎えにきてくれた馬車は、予想に反して普通の馬車だった。

　てっきり、伯爵家の紋章が入った豪華な馬車で迎えにきてしまうかもしれないと覚悟していたので、拍子抜けしてしまう。

　さすがの父も、ここが他国だということを配慮したのかもしれない。

　乗っていたのは見覚えのある御者だった。たしかに父が派遣した馬車だとわかり、少しほっとするも、母の病気も本当だと思うと心が沈む。

　御者がたったひとつしかない荷物を運んでくれようとするのを断り、友人達に見送られて馬車に乗り込んだ。

（……お母様）

　ゆっくりと走り出す馬車の中で、静かに目を閉じた。

　半年ほど前。

　クリスティーナは、もう二度と戻らないかもしれないという覚悟で、この道を辿った。

　それなのに今、伯爵家の馬車に乗って家に戻ろうとしている。

　戻りたくないと思っていることに気が付いて、クリスティーナは両手を強く握りしめた。母が病気だというのに、自分に会いたいと言っているのに、楽しい日々を過ごしたあの国を離れたくないと思ってしまっている。

　そのことに、深い罪悪感を抱いていた。






　馬車は急いでメイロイア王国に向かう。

　辻馬車とは違い、速度も充分で、わずか二日で到達することができた。

　そうして半年ぶりに帰ってきた実家は、生まれ育った場所のはずなのに、なぜか落ち着かない。あまりにも広くて、これでは掃除も大変だと思ってしまう。

　心はもうすっかり伯爵家の令嬢ではなく、見習い騎士になっているようだ。すれ違う侍女達も、騎士服のクリスティーナを見て怪訝そうな顔をしている。

「クリスティーナ様、おかえりなさいませ」

　昔から父に仕えていた執事が、そう言って出迎えてくれた。

　口調や態度は丁寧ながら、その視線はやや咎めるようなものだった。書き置きひとつ残さずに家出をしたクリスティーナは、気まずくなって俯く。

「お母様は……」

「まず旦那様にご挨拶を。執務室でお待ちです」

「わかったわ」

　母の容態が心配だったが、それでも父に帰宅の挨拶をしなければならない。

　クリスティーナは素直に頷き、すぐに父の執務室に向かおうとした。だが執事と侍女長に止められ、まず着替えをするようにと言われる。

「後でいいわ。早くお母様に会いたいの」

「いえ、そのような姿で奥様にお会いするべきではないと思います」

「……」

「これも、旦那様のご命令です」

　仕方なく、クリスティーナは頷いた。

　たしかに彼らの言うように、母は騎士服のクリスティーナを嫌うだろう。ようやく手に入れた夢の証を喜んでくれる者は、ここにはひとりもいない。何だか泣きたいような気持ちになりながら、自室に戻る。

　半年前に出て行ったときのままの部屋は、懐かしいというよりも帰ってきてしまったのだという気持ちのほうが強かった。

　壊されてしまった宝物のナイフ。空を見上げ、溜息ばかりついていた窓際の椅子。憂鬱な思い出ばかりが蘇り、唇を噛みしめる。

　部屋に戻ってきた主をクリスティーナ付の侍女達が迎えてくれたが、彼女達も暗い顔をして、目を合わせようとしない。自分の家出のせいで、父に叱られてしまったのかもしれない。謝りたいと思いながらも言葉が出ず、無言でドレスに着替えさせてもらう。

　半年前は毎日着ていたはずなのに、重くて動きにくかった。

　それからようやく父のもとに向かう。

「お父様、クリスティーナです」

　緊張した声でそう言うと、入室を促す父の声がした。一度深呼吸をしてから、付添いの侍女に扉を開けてもらう。

　部屋の中央に立っていた父は、とても厳しい顔をしていた。

「……ただいま、戻りました」

　何とかそう告げるが、返答はない。

　勝手に家を出てしまった娘に怒っているのだろう。

「あの、お母様は」

　それでも母の容態だけは知りたくて、そっと尋ねる。

「ナターリアは、公爵夫人のお茶会に招かれて外出している」

「え？」

　どれくらい重症なのかと、不安そうに聞いたクリスティーナは、父の答えに呆然とした。

「わたしは、お母様が病気だと聞いて急いで」

「たとえ病気だとしても、目上のかたの誘いを断ることなどできない。それに今回のことは、お前を呼び寄せるための口実だ」

「口実？」

　衝撃の言葉に、思わず問い返す。

「お母様の病気は嘘なのですか？」

　そんな、ひどい。

　思わずそう口にした。

「大きな声を出すな」

　父に不機嫌そうに言われ、一瞬怯むが、それでも言わずにはいられなかった。

「お母様が病気で、わたしに会いたがっていると聞いて……。心配でたまらなくて、急いで駆けつけたのに」

　心配と罪悪感で、心が潰れてしまいそうだった。

　そう抗議すると、父はますます不機嫌になる。

「ならば最初から、家出をした伯爵家の一人娘を連れ戻しに来たと、そう言ったほうがよかったのか？」

「……それは」

　言われてみれば迎えにきた馬車だって、普通のものを用意してくれていた。配慮してくれたのかもしれない。

「それにナターリアが一時期、体調を崩していたのは本当だ。娘が何も言わず、書き置きさえも残さずに家出をしたせいで」

　責めるような父の言葉に、今度は何も言い返せなくて俯く。

「お前の誕生日パーティーのために、あんなに一生懸命に頑張っていたのだ。それをお前がすべて無駄にした」

　もうクリスティーナの誕生日は過ぎていた。

　その日のために母が用意してくれたドレスだけでも、かなりの数になる。宝石なども準備してくれたのだろう。招待される予定の客も多かったはずだ。

　それに、と父は、さらに俯くクリスティーナを責める。

「婚約が決まったと告げたはずだ。お前のことは、もう我が伯爵家だけの問題ではない。国王陛下に許可を頂いた婚約だったのだぞ」

　すべてお前のわがままのせいだと父は言った。

　たしかに父の言っていることはすべて正しい。

　伯爵家の娘として生まれた責務を放棄して、自分のためだけに生きようとしたのだから。

　でもすべてがわがままだと言われてしまうのは苦しかった。

「お父様、わたしは」

　この家で暮らすのが苦しかった。

　愛してくれている両親を、いつか本気で憎んでしまいそうで怖かった。

　すれ違う愛情に、絶望すら感じていたのだ。

　だが父は、クリスティーナの言葉を遮った。

「一人娘だからと、少し甘やかしてしまったようだ。誕生日パーティーは、病気を理由に延期しているが、近いうちに必ず開催する。お前の婚約はもう決まっている。それが取り消されることはない」

　厳しい表情のままそう言う父の姿に、クリスティーナは今までで一番深い絶望を抱く。

　すれ違ってばかりだが、愛されていると思っていた。

　自分のためを思ってしてくれるのだから、従わなくてはと思っていた。

　でも父が、両親が望んでいるのは、ただ言われた通りに動く人形にすぎない。

　涙が零れ落ちそうになって、唇を噛みしめる。

（わたしの居場所は、ここじゃない。帰りたい……）

　自分で作り上げた居場所。あの騎士団に。

　どうやったら帰ることができるだろう。

　クリスティーナは俯いたまま、必死に考えた。このままでは父の言う通り、顔も名前も知らない男と結婚させられてしまう。そうなったらもう二度と、この国から出ることはできない。

（恋人がいると言えばいい？　でも、ただの恋人なら別れろと言われてしまうだけだわ）

　ならばもう、向こうで結婚してしまったとまで言ったほうがいいのか。

　それくらい言わないと、この国から、この家から逃げ出すことはできない。

　だから顔を上げて父を見つめ、思い切ってこう言った。

「いいえ、お父様。わたしは結婚しません。……いえ、できません」

「どういうことだ？」

「わたしにはもう、夫とも言える人がいます。彼に、身も心も捧げてしまいましたから」

　この国では考えられないことだが、隣国ではそう珍しいことではない。正式な結婚はせず、それでも子どもを産んで夫婦のように暮らしている家族だっていた。

　だからあの国で半年間暮らしたクリスティーナに深い仲になっている恋人がいることも、ありえないことではなかった。

　だがこの国では未婚の女性が処女ではないことなど、絶対に許されないことだ。そんな女性を妻にしようと思う男も、存在しない。

　怒った父は、娘を勘当して追い出すだろう。そうすれば帰ることができる。ただ、もう二度とこの国には戻れなくなる。

　それでもかまわない。

　そう決意して告げた言葉だったが、父は驚いたような顔をしたまま、娘を凝視している。

「……お父様？」

「相手の男は？」

　予想外の反応に思わず声を掛けると、父はまだ衝撃から立ち直っていない顔でそう尋ねた。

「え？」

「男の名は？　職業は？　年齢は？　今どこにいる？」

　次々に問い詰められて、クリスティーナは困惑した。予想していた反応と違う。父は怒り狂い、クリスティーナの言葉も聞かずに追い出すと思っていた。

「い、言えません」

「なぜだ？」

「だってお父様、あの人を追い詰めるでしょう？」

　相手のことを庇って何も言わない。それで済むと思っていたのに、父の反応はまた予想と違うものだった。

「そんなことはしない。ただ、娘を任せることができるのかどうか、確認したいだけだ」

　寂しそうな顔でそう言われてしまえば、もう答えないという選択肢はない。だが、具体的なことを何も決めていなかったので、どう答えたらいいのかわからなかった。

　このままでは嘘だとわかってしまう。何か言わなければと焦る。

　でもあの事件があってから、男性とはほとんど接していないクリスティーナには、咄嗟に浮かんできた名前はひとつしかなかった。

「……名前はレジナルドです」

　そう告げると、父はすぐに反応した。

「レジナルド？　まさか、第一騎士団団長のレジナルド・ソリュー？」

　問い詰めるように言われて、息を呑む。まさか父が彼の名を知っているとは思わなかった。

「……はい」

　騎士団には、レジナルドという名は彼しかいなかったのだろうか。戸惑いながらも今さら否定できずに、小さく頷く。

「そうか。彼か。今は第一騎士団の団長だが、いずれは近衛騎士、しかも近衛騎士団長になると言われているらしい。年も、まだ二十二歳か。うむ」

　父は満足そうに何度も頷いた。

（どうしてそんなに詳しいの？）

　ただ名前を告げてしまっただけ。

　でも、自分のついてしまった嘘が大事になってしまう予感に、思わず泣きそうになってしまう。国内では有名でも、この国にまで彼の名がこんなにも知られているなんて思わなかった。

（どうしよう。どうしたらいいの？）

　狼狽えるクリスティーナに、父は再会したときとは比べものにならないくらい上機嫌でこう告げた。

「彼ならば、何の問題もない。お前の誕生日パーティーに、婚約者として参加してもらおう」

「駄目です。彼は忙しいので」

　そんなことはできないと慌てて否定するが、父はもう妻ともいえる相手の誕生日パーティーに参加しないはずがないと言う。

　たしかに、もう深い仲だと説明してしまったのはクリスティーナだ。

　でも知らない間に婚約者どころか、夫に仕立て上げられてしまったレジナルドは困惑するだろうし、勝手にそんなことをしたクリスティーナに怒りを覚えるに違いない。

（どうしよう。団長には色々とよくしてもらったのに、恩を仇で返してしまうなんて）

　間違いなく彼は、そんな事実はないと否定するだろう。

　彼自身の名誉にも関わる問題だ。

　レジナルドの婚約は破棄になったと友人達が噂をしていたが、あれだけの人だ。次の話もすぐに決まるだろうし、もしかしたらもう決まっているかもしれない。

　そして嘘が判明したとき、父はさらに厳しくなるだろう。すぐにでも、父が決めた相手と結婚させられてしまうかもしれない。

　どうせ結果が同じなら、悪あがきなんてしなければよかった。

　クリスティーナは重い足取りで部屋に戻り、倒れ込むようにして椅子に座る。

　そうすれば、レジナルドを巻き込むこともなかったのに。

（わたしは、自分のことばかり……）

　曇り空を見上げながら、今までのことを思い返す。

　父の怒りは当然だ。

　何も言わずに家を出て、心配をかけた。誕生日パーティーの準備が進んでいることだって知っていたのに、迷惑をかけてしまうなんて思いもしなかった。

　今も、わざわざ身分を隠して呼び出してくれたのに、騙されたことで頭がいっぱいになってしまった。

　さらに、自分のことだけを考えて安易にレジナルドの名を出し、彼に迷惑をかけてしまうなんて。

（お父様の言う通り。わたしのわがままが原因だった……）

　自分のやりたいことだけやっている人なんていない。

　父だって、母だってそうだ。

　そんなことすらわからずに、思うままに行動した。それをわがままというのだ。

　ちゃんと父に今までのことを謝り、嘘を詫びよう。

　今すぐ謝れば、レジナルドに迷惑を掛けることもない。

　そう思ってまた父の部屋に戻ろうとすれば、執事に父は外出したと言われてしまった。母も一緒らしい。

　ならば次の日なら間に合うかと、朝早くから父のもとに向かったのに、今度はまだ帰っていないと言われてしまう。

　そうしているうちに、数日が経過してしまった。

　あれから父も母も忙しくなってしまい、まったく会えない。伝言で言えるような話ではないので、会いたいと何度も言ってもらっているのだが、時間が取れないらしい。

　誕生日パーティーの準備だけが着々と進んでいることに恐怖を覚えていた、ある日。

　とうとう恐れていたことが起きてしまった。

　父が呼んでいると聞き、クリスティーナは慌てて部屋を出た。

　すべてを話す覚悟は、もうできている。今ならまだ間に合うだろうか。逸る心を抑え込んで父の部屋に向かう。

「お父様、クリスティーナです」

　そう言って、返答を待つ。

　しばらくして聞こえてきた父の声は、とても上機嫌なものだった。

「入りなさい」

「はい。あの、お父様にお話が」

　付添いの侍女を部屋の前に残して入室すると、さっそく話を切り出そうとした。

　だが。

「あ……」

　父は、ひとりではなかったのだ。

　その傍に立つ背の高い青年の姿に、クリスティーナは呆然とした。

「……団長」

　騎士団の制服を身に纏ったレジナルドが、クリスティーナを見て表情を和らげる。

　まるでひさしぶりに、愛しい女性に会ったかのように。

　父が何か言っていたが、もう耳に入らなかった。ただ呆けたように、レジナルドの顔を見つめることしかできない。

「どうして」

　ようやくひとことだけそう言うと、彼は笑みを浮かべてこう言った。

「君のご両親に、挨拶をしなければと思ってね」

　父が笑って何かを言って、レジナルドが申し訳なさそうに言葉を返す。でも、どれもクリスティーナの耳に入らない。ただ唖然としてレジナルドを見上げるだけの娘の姿に、父が苦笑する。

「クリスティーナ。彼を客間に案内してあげなさい」

「は、はい」

　そう言われてようやく我に返る。

　レジナルドを連れて部屋を出ると、待っていた侍女が客間の用意ができたことを教えてくれた。それに頷き、その場所までレジナルドを案内する。

「あの……」

　歩きながらおそるおそる声を掛けると、彼は静かな声で言った。

「話は後だ」

「……はい」

　たしかに侍女の前で話せる内容ではない。

　広い廊下を歩いて客間に辿り着くと、扉の前で侍女を返した。ふたりで部屋に入ると、クリスティーナは思いきり頭を下げる。

「団長、申し訳ありません。わたしのせいで、こんなところにまで」

　たとえここが伯爵家の邸宅で、自分は華やかなドレスを身に纏った伯爵令嬢でも、彼を目の前にすると、たちまち見習い騎士に戻ってしまう。そんなクリスティーナの姿に、レジナルドはあきれたような笑みを浮かべた。

「別人かと思ったが、間違いなくクリスだな。とにかく、どうしてこうなったのか話を聞かせてもらおうか」

「はい。全部話すと長くなってしまいますが」

「かまわない」

　即答してくれたレジナルドに、クリスティーナは今までのことをすべて話した。

　昔から、剣や馬などが好きだったこと。騎士になりたいと夢見ていたこと。

　些細なきっかけで家を飛び出し、騎士見習いになったこと。

　そして母が病気だと言われて家に戻ったら、結婚を強要され、とっさにレジナルドの名を出してしまったことを話す。

「……ちゃんと考えれば、父の言うように、全部わたしのわがままでした。だからきちんと謝罪して、嘘をついてしまったと言おうと思っていました」

　それは事実だったが、今となっては言い訳のようだ。

「まさか父が、こんなところまで団長を連れてきてしまうなんて、思わなかったのです」

「そうか」

　黙って聞いてくれたレジナルドは、そう言ってクリスティーナの頭を、優しくぽんと叩く。

「すべてクリスのせいだとは思わないが、お互いに意志の疎通はできていなかったようだな」

「はい」

　彼の言う通りだった。

　心では反発していたのに、変に物分かりのよいふりをして受け入れてしまったのが間違いだったのだ。小出しにすればいいものを、溜め込んでしまったせいで抱えきれなくなり、爆発してしまった。

「今からちゃんと、お父様に話をしようと思います」

「いや、それは最善ではないな」

　覚悟を決めた言葉は、レジナルドによってあっさりと否定された。

「え？」

「君の誕生日パーティーは、もう三日後だ。パーティーが中止になってしまえば、今度こそ伯爵の信用に関わる。なにせ、二度目だ」

　三日後と聞いて驚く。

　そんなことは誰にも聞いていなかった。

「わたし、知りませんでした」

「今度こそ逃げられないようにと、念を入れたのかもしれないな」

　そう言って彼はくすりと笑う。

　そんな顔は騎士団では一度も見たことがなくて、思わず目を奪われた。

「とにかく今は、パーティーを無事に終わらせることが先だ。そのあとのことは、どうにでもなる」

　レジナルドは、クリスティーナのために婚約者を演じてくれるつもりなのだ。

「でも、団長は」

「俺なら大丈夫だ。禄に休暇も取っていないとミリーに叱られたばかりだ。懐かしいこの国で、ゆっくり過ごすのも悪くはない」

　懐かしいという言葉に首を傾げるが、レジナルドはこの件に関しては、それ以上何も言わなかった。

　二度目の誕生日パーティーを無事に成功させないと、今度こそ大変なことになってしまうということは、クリスティーナにもよくわかった。それには、レジナルドの協力が不可欠だということも。

「団長、こんなことに巻き込んでしまって本当に申し訳ありません」

「気にすることはない。君の友人達に、クリスを頼むと言われていたからね」

　それだけの約束で、こんなところまで来てくれたのかと、少し感動する。

「ありがとうございます」

「数日とはいえ、婚約者だ。そんなにあらたまっていたら、変に思われてしまう」

「はい。……努力します」

　丁寧に礼を言ってから、客間を出た。

　これから三日後に、延期していた誕生日パーティーが行われる。

　それが無事に終わるまで、レジナルドと恋人を演じなければならない。指摘されたように、彼を前にするとたちまち見習い騎士に戻ってしまう現状を、何とかする必要がある。

　実際、それが一番の問題だった。

　クリス、と甘い声で優しく名前を呼ばれても、姿勢を正してはい、と返事をしてしまうのだから。

　最初は微笑ましそうに見ていた父と母も、さすがに少し疑っている様子だった。もう深い仲だと説明してしまったのに、これはないと自分でも思う。

「……でも、つい反応してしまうんです」

　俯いて、そうぽつりと呟く。

　この日、クリスティーナはひさしぶりに騎士服姿だった。

　いよいよ明日は延期になっていた誕生日パーティーの日であり、今日はその前に親戚一同を招いてお披露目をすることになっている。

　驚いたことに、そのときに騎士服を着用してはどうかと提案したのは、母だった。どうやらレジナルドの騎士服姿に、すっかり虜になってしまったらしい。

　たしかに騎士団長の礼服ともなれば、華やかで美しい。そして騎士服に見習いと正騎士の違いはなかったので、ほぼお揃いになるのだ。

　それがとても気に入ったようだ。

　ふたりは今、控室でお披露目が始まるのを待っている。

　遠方から来る人もいるため、実際に始まるのは夕方頃からだ。

　今はまだ昼過ぎ。それまで控室で待機するように言われたのは、まだ逃亡するかもしれないと思われているのだろうか。

「たしかに伯爵夫人に、まったく恋人同士らしくないと言われてしまったな。上司と部下であり、剣の師でもあると言って誤魔化したが」

　さすがに婚約披露の場では、甘い雰囲気でいなければならない。

　自分が悪いということは、重々承知している。ただの恋人ならまだしも、もう夫婦ともいえる間柄だと言ってしまったのだ。それらしい雰囲気を作らなければならないのに、クリスティーナにはそれができない。

　男性に触れたことも、触れられたこともないからだ。

　唯一の思い出は、厩舎で男に腕を掴まれたことだが、あの記憶でうっとりすることなどないだろう。

「少し、練習してみるか」

　ふいにレジナルドがそう言って、クリスティーナを見た。

「練習？」

「そうだ。まだパーティーの前日なのに、嘘だと判明してはならない。それには、それらしい雰囲気を出せるようにしなければ」

「……そうですね。でも、どうやって」

　不思議そうに首を傾げたクリスティーナを、レジナルドはそっと抱き寄せた。

「だ、団長？」

「これくらいで動揺しては駄目だ。それに団長ではなく、レジナルドと呼べ」

「……レジナルド」

　小さく口に出してみるが、それだけで頬が紅潮する。こんな状態でよく夫婦も同然だと口にしたものだと、我ながら思ってしまった。

「クリス」

　それに対して、レジナルドは完璧だった。

　甘い声で名前を呼びながら、クリスティーナの金色の髪を撫でる。

「ほら、名前を呼んで」

「レジナルド……」

　優しく微笑み、そっと髪や頬に触れるこの人は、本当にあの騎士団長なのだろうか。

　甘く囁かれる言葉に、撫でられる心地良さに、思わず目を閉じる。

　頬を撫でていた指先が、そっと首筋に触れた。

「あっ」

　思わず声を上げると、宥めるように頬に唇が触れる。

「大丈夫だ。クリスが怖がるようなことは、何もしない」

　指が頬に戻り、それからクリスティーナの唇を、そっとなぞる。

「んっ……」

　それからまた頬を撫で、首筋をゆっくりと撫でていく。

　何度かそれを繰り返したあと、レジナルドはクリスティーナから手を離した。それから、頬にそっと唇を押し当てる。

　頬から額に。そして、首筋に。

　軽く触れるだけの、優しいキス。

　恐怖も嫌悪もない。あの男とはまったく違う。

　もっと触れてほしい。そんな気持ちにさえなる。

　これが愛し合う恋人達の触れ合いだと、ようやくわかったような気がした。

　甘えるようにその胸に頭を摺り寄せると、顎に手をかけられた。逆らわずに身を任せる。

　そっと、触れるだけのキス。

　挨拶のような軽いものだ。

　それを何度か繰り返したレジナルドは、抱き寄せていた腕をクリスティーナの背中に回した。

「あっ……」

　背中を撫でる手のひら。

　くすぐったいような、ぞくりとするような、不思議な感覚が背中を駆け巡る。

「触れるだけだ。それ以上、何もしない」

　そう言いながら、彼の手のひらが背中や腕、鎖骨の部分を這いまわる。制服の上からとはいえ、無垢なクリスティーナには充分すぎるほどの刺激だった。

「……っ」

　必死に声を押し殺そうとしても、微かな吐息のような声が漏れてしまう。そのうち、鎖骨をなぞっていた手のひらが、そっとたしかめるように、胸の膨らみに触れる。

「やあっ」

　びくりと身体を震わせ、思わず上げてしまった声に、慌てて口を塞いだ。

　あまりにも甘美で、蕩けてしまいそうな疼きが身体を駆け巡っていた。

「今の……、何？　こわい……」

　思わずレジナルドに縋って、子どものように首を横に振る。

「怖くなどない。クリスの身体が愛されたがっているだけだ」

「……愛？」

「そう、愛だ」

　耳元で囁かれる言葉は、まるで砂糖菓子のように甘い。

　ふたたび制服の上から胸に触れられ、クリスティーナは目を閉じて、その感覚に耐える。膨らみをたしかめるように、上下に動く指。そのうち両方の胸が、彼の手のひらに包まれていた。何度かそうされているうちに、息が弾んでいく。頬が紅潮しているのが、自分でもはっきりとわかってしまう。

　もどかしい。

　そんな思いが胸に宿った瞬間、胸の中央、今までの愛撫で固く尖り始めていた部分を、指でそっと摘ままれた。しかも、ふたつ同時に。

「やあっ」

　声を押し殺すことも忘れて、クリスティーナは首を振る。

　身体に走った痺れのようなものは、今までで一番強いものだった。

　それなのにレジナルドは、何度も、その固さを確かめるように指を動かす。

「だめ……。そこ、は……」

　こんなに刺激を感じる場所だとは思わなかった。いやいやと首を振って身を捩るが、背後からしっかりと抱きしめられていて、動くことができない。

「怖がる必要はない。素直に、身を委ねていればいい」

　暗示のように囁く声。

　爪でひっかくように刺激され、びくりと身体が跳ねる。

「わたし、どうなるの？」

　知らない自分になってしまうようで、怖い。そう口にすると、レジナルドはクリスティーナのうなじにそっと唇を押し当てる。

　宥めるような、優しいキスだった。

　同時に、胸を撫でていた手のひらが腰のラインをなぞる。

「やっ……」

　もうどこを触られても、反応してしまう。

「こうして愛撫をしていくと、身体が反応していく。当然のことだ。怖がる必要はない」

　慣れたら、快楽を感じるようになる。

　そう言われて、少しだけ安心する。

「反応……」

「そうだ。ここが、疼いてくるだろう？」

　撫でるように下腹部を触られて、また身体がびくんと跳ねた。

「それが正しい反応だ」

　何度も、繰り返し撫でられる。

「やっ……」

　たしかに、そこには甘い疼きがある。少し触れられただけで、どうしようもなく身体が熱くなってしまう。

　でも、何かが違う。

　もっと強い刺激が欲しくて、もっとたしかな快楽が欲しくて、もどかしくなる。

「……違う。もっと別の」

　それが何なのかわからなくて、苦しい。

「クリス？」

「身体が、変なの。ぞくぞくするけれど、望んでいるものとは違う場所を触られているみたいで……」

　どうにかして欲しくて、縋るようにレジナルドを見上げる。

「助けて……」

　この疼きをどうにかして欲しい。

　初めてのことで、どうしたらいいのかわからない。

　涙目でそう言うと、彼は息を呑んだ。そっと手を伸ばして、クリスティーナの頬に触れる。

「そこまでするつもりはなかったが……」

　このまま放置されたら、おかしくなってしまいそうだ。

　お願い、と何度も懇願すると、レジナルドは覚悟を決めたように、頷いた。それを見て、心から安堵する。

「……お願い」

「わかった。だが、嫌だと思ったらすぐに言うように」

　夕方から親戚を招いたお披露目があるから、制服を乱すわけにはいかない。彼はそう呟くと、手を伸ばしてクリスティーナの腰を抱いた。

「んっ」

　それだけで、容易に身体が熱くなる。

　レジナルドはそのままクリスティーナの制服のズボンを引き下ろした。

「……あっ」

　羞恥を感じたのは、ほんの少しだけ。

　彼の手が太腿に触れると、下腹部に触れられたときよりも強い刺激が身体を駆け巡る。待ち望んでいたものとは程遠かったが、それでも肌に直接触れる体温に、崩れ落ちそうになってしまう。

「そこに掴まれ」

　震える足に気が付いたレジナルドが、クリスティーナの両手を壁に押し当てる。ひやりとした感覚に縋るようにして、手をついた。

　そうしていると、太腿を這っていたレジナルドの手のひらが、するりと内側に入り込んできた。足の付け根部分を撫でられて、頬を染めたまま首を振る。

　望んでいたものが、もうすぐ得られる予感がした。

　腰を引かれ、少しだけ足を開いた状態にされる。

　そして、いつのまにか蜜を湛えていた身体の中心に触れられたとき、望んでいたものはこれだったと知った。

「はぁ……、あっ……」

　無垢な割れ目を、レジナルドの指がそっとなぞる。

　そこは今までの愛撫で少し濡れてはいたが、それでもまだ指さえも入らないほど、固く閉じていた。それでもずっと待ち望んでいた刺激だ。指が上下に動くたびに、クリスティーナは背を反らして、びくりと身体を痙攣させた。

　レジナルドは焦らずに、ゆっくりとクリスティーナの身体を開発してくれる。

　何度もそこを指で刺激して、蜜を滴らせるようになって初めて、指先をほんの少しだけ内部に潜り込ませてきた。

「あっ……」

　それでも敏感になっていた部分に感じた異物感に、クリスティーナは声を上げる。

「痛むか？」

「……んっ。痛くは……、ないわ。ただ、変な感じ……」

　軽く出し入れされる指が、内側から溢れ出てくる蜜をかき混ぜている。ぴちゃぴちゃと卑猥な音が響いた。

　やがて指は、割れ目のすぐ近くにある花芯のようなものに触れてきた。

　ぷくりと膨らんだその部分をつつくようにして刺激されると、今までとは比べものにならないくらいの快感が全身を駆け巡り、とろりとした蜜が大量に溢れ出る。

「これくらい濡れていれば、大丈夫か」

　レジナルドはそう呟くと、指を一本だけ、割れ目の中に差し込んだ。

「んんっ」

　異物感は一瞬だけ。

　それよりも花芯から伝わる刺激のほうが強くて、ゆっくりと解すように胎内を掻き回されていることにも意識が向かなかった。やがて指が二本に増やされ、そこで少しだけ痛みを感じる。

「……っ」

　それをすぐに察したのか、指はすぐに抜かれた。

　だがほっとしたのは一瞬だけ。

　まだ疼き続ける身体は、まだ物足りないと叫んでいた。

　もっと強い刺激が欲しい。

　快楽が欲しい。

　クリスティーナの思考は、生まれて初めて感じた快楽に、完全に支配されていた。

「レジナルド……。お願い」

　足を擦り合わせるようにしてそう懇願する。

　溢れた蜜が、足を伝って滴り落ちていく。

「まだ苦しいの。……助けて」

「ああ、わかっている。こんなふうにしてしまったのは俺だ。責任は取る」

　そう言われて、心から安堵した。

　波に飲み込まれてしまったかのように、次々に襲ってくる快楽の中に、このまま放置されることはないとわかったからだ。

　また指が一本、入り込んでくる。

　でも、もうそんな刺激だけでは物足りなくなっている。

　もっと欲しい。

　そう思った途端、もう一本、指が差し込まれた。

　二本の指が、蜜を蓄えた襞を刺激するように、ゆっくりと動く。蕩ける身体は、このまま消えてなくなってしまいそうだ。壁に額を押しつけ、腰を高く掲げて、もっと奥まで指が入るようにと誘導する。

　やがて、三本目の指が差し込まれ、奥ではなく入り口を押し広げるようにして刺激していく。痛みはあまりなく、大量に滴る蜜が、レジナルドの指を濡らしている。

　自分の鼓動が聞こえるくらい、胸が高鳴っている。

「クリス」

　三本の指が抜かれて、耳元でレジナルドの声がした。

　頬を染め、息を乱したまま、その問いに反応する。

「レジナルド？」

「きちんと責任は取る。俺を、受け入れてくれるか？」

　受け入れる。

　それは父に告げた嘘が本当になるということ。

　レジナルドにすべてを捧げるということ。

「……ええ」

　クリスティーナはこくりと頷いた。

　練習から始まった行為だったが、初めての感覚に翻弄され、どうにかして欲しいと縋りついたのは自分だ。それに、望んでいた快楽を充分に与えられたにも関わらず、身体はまだ望んでいる。

　もっと強く、たしかな刺激が欲しい。

　きっとそれは、レジナルドを受け入れたときに満たされるのだろう。

　頷いたクリスティーナの、晒されたうなじにそっとキスをすると、レジナルドはすっかり濡れそぼった割れ目に、熱く滾った自身を押し当てる。

「んっ……」

　想像していたよりもずっと大きく、熱い楔の存在を感じて、クリスティーナの心は期待と未知のものに対する恐怖を同時に感じていた。

「……レジナルド」

　思わず縋るように彼の名を呼ぶと、大丈夫だと優しく言ってくれる。今までも自らの欲望を押し隠し、ただクリスティーナに苦痛を与えないようにと、充分に愛撫をしてくれたのだ。彼の言葉通り、信じても大丈夫だと確信し、クリスティーナは身体の力を抜いて、身を委ねた。

「……んんっ」
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　それでも、割れ目をこじ開けて侵入してくる楔は、充分に解されたはずの胎内をさらに押し広げてくる。クリスティーナが声を上げるたびに止まるそれが、完全に収まるまで、かなり時間がかかったような気がした。

「……苦しいか？」

　案じるように尋ねてくれる言葉に、答えることができない。それくらいの圧迫感。

　でも、ずっと待ち望んでいたものをとうとう得られたという不思議な満足感が胸にあった。

「だいじょう……ぶ」

　呼吸を整えてようやくそれだけ言う。

　痛みはないが、挿入された衝撃に快楽は少し遠退いたようだ。

　だが、クリスティーナが大丈夫そうだと悟ったレジナルドがゆっくりと腰を動かすと、濡れた襞を掻き回される刺激に、身体は簡単に登りつめていく。

「あっ……、はぁっ……」

　ずしりとした重量感のあるものが、身体の中で蠢いている。

　何度も擦られ、蜜を溢れさせている胎内が、収縮するように蠢いていた。

　やがて刺激の強い部分ばかりを何度も擦られ、クリスティーナは声を押し殺すことも忘れて喘ぐ。

「やっ……、もう……、ああっ……」

　高まる鼓動と快楽。

　ずっと蓄積されてきたものが解放されるような心地良さ。

　壁についた両手で、ようやく支えていた身体はもう崩れ落ちそうだ。

「レジナルド……、ああっ……」

　初めての絶頂を迎えたと同時に、胎内に熱い迸り。

　敏感になりすぎた襞を焼くような熱ささえ、快楽に転換される。

　崩れ落ちる身体を、レジナルドは優しく支えてくれた。

「はぁ……、はぁ……」

　そうして必死に呼吸を整えるクリスティーナの乱れた髪を、そっと撫でてくれる。

「大丈夫だ。まだ時間はある。少し、休んでもいい」

　愛情を感じさせる声でそう囁かれ、こくりと頷く。

　消耗した体力を回復させるように、そのまま眠りに落ちた。
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　目が覚めたとき、温かいものが自分を包み込んでいた。

　守られている。

　そんな感覚が胸に広がり、例えようもない安堵がクリスティーナの中に存在していた。無意識に、甘えるようにその温かいものにしがみつく。

「クリス？」

　耳元で囁かれたその声も、どこまでも優しい。

　自分を守るものの正体が知りたくなって、ふと顔を上げる。

　そこには、何度見ても見慣れることのない、端正な顔があった。

「……レジナルド」

　ずっと前から呼んでいたように、自然にその名前が口から出た。

「目が覚めたか？」

　慈しむような視線に、瞬時に今までのことを思い出した。

　恋人のような雰囲気を作り出そうとして、始まったことだ。

　それなのにクリスティーナは、初めての快楽に翻弄され、レジナルドにしがみついて、どうにかしてほしいと懇願してしまった。

「あっ……。わたし……」

　思い出したくなかった。

　あまりにも恥ずかしくて、できれば忘れたままでいたかった。

　慌てて離れようとしたクリスティーナを、レジナルドは離さなかった。

「急に動いたら危ない。どこか、痛いところはないか？」

　見れば、服装はすっかり整えられて、違和感や不快感はまったくない。レジナルドがしてくれたのか、それとも侍女なのかわからないが、恥ずかしくて、とても聞くことができなかった。

　とりあえず謝らなくてはと顔を上げると、自分を見つめるレジナルドの、深い色の瞳と目が合う。

　どうしてそんなに優しい目で、慈しむように見つめているのだろう。

「あの、ごめんなさい……」

　慌てて視線を反らして謝罪すると、謝ることはない、と即座に言われた。

「むしろこの場合、謝るのは男のほうだ」

「でも、それはわたしが……。お願い、してしまったから……」

　こうして口にするのも恥ずかしいが、それが事実だ。レジナルドはそれを叶えてくれたに過ぎない。

「それに、責任は取ると言った」

「え？」

　あのときのことは、夢を見ていたかのようにあやふやだが、それでも彼がそう言っていたような気がする。それを思い出して、クリスティーナは首を傾げた。

「責任って？」

「結婚だ」

「……」

　驚きのあまり、言葉が出なかった。

　レジナルドは責任を取って結婚しようと言っているのだと、ようやく理解できたのは、それからしばらくしてのことだった。

「でも」

「俺が相手では、嫌か？」

「そんなことはありません。ただ、これ以上迷惑をかけてしまうのは……」

　誕生日パーティーが終われば、父に本当のことを話さなくてはならない。

　父はようやく延期していた誕生日パーティーを終え、結婚も決まったと安堵するだろう。それだけに、すべて偽りだったと告げるのは恐ろしい。

（わたしのせいだから、きちんと受け止めるべきだとわかっている。でも……）

　レジナルドと本当に結婚することになれば、父に嘘を言ってしまったと告白する必要がなくなる。父の怒りを買い、家を追い出されることや、強制的に結婚させられることもないだろう。

「迷惑なんてことはない。それに、互いにそのほうが良いのではないか？」

「お互い……。レジナルドにも？」

「そうだ。結婚は必要なことだが、その過程が複雑で、たまに煩わしく思うことがある」

「複雑？」

「ああ。どんな女性を妻に迎えるかで、立場が変わる」

　その言葉にクリスティーナは、見習い騎士をしていたときに聞いた、彼の結婚話のことを思い出す。たしか王太子殿下が勧めた結婚話を、王弟殿下が阻止したという話だった。

　友人のリーンは噂好きで、世間話のようなものから政治的なことまで、何でも話してくれた。

　彼女によると、国王陛下はここ数年、体調が優れないらしい。そろそろ譲位を考えているらしいが、貴族達の中では王太子殿下か王弟殿下かで、支持が割れているそうだ。

　レジナルドは王太子殿下から信頼されていると聞く。だが王弟殿下のほうも、彼を取り込もうと色々と画策しているらしい。

　たとえば、身内を結婚相手として推薦するなど。

「こういう言いかたは良くないが、他国の伯爵令嬢である君は、俺にはとても都合がいい」

「……そうなのですね」

　彼はどちらかと言えば王太子派らしいが、近衛騎士になったのならともかく、第一騎士団の団長でいる間は公平な立場でいたいというのが、レジナルドの考えらしい。

「ただ俺は、休暇が終わったら国に帰らなくてはならない。だから君も一緒に連れて行くことになる。それを、伯爵が承諾してくれるかが、問題だな」

「一緒に？　わたしは、騎士を辞めなくてもいいの？」

　思いもしなかった言葉に、クリスティーナは思わず立ち上がる。

「ああ、もちろん。夫婦で騎士になっている者もたくさんいる」

　どちらにしろ、騎士はもう辞めなくてはならないと覚悟していた。一度夢が叶ったのだから、仕方がないとあきらめようとしていた。

　でも彼と結婚すれば、またあの国に戻ることができる。友人達と一緒に、騎士として生きることができるのだ。

　夢のようだと思った。

　そして、それを叶えてくれるのが、目の前にいるこの人だ。

「わたしで、本当にいいの？」

「もちろんだ」

　おそるおそる尋ねると、彼は安堵したような顔で頷いてくれた。

　結婚のことは、彼にとっても悩みの種だったのかもしれない。

　そしてこのときから、ふたりの関係は偽りではなく、本当の婚約者となった。

　互いに事情があってのこと。

　偽装結婚と言えなくもない。

　でも政略結婚よりはずっと良い。

　しかも相手は、尊敬していた騎士団の団長だ。これ以上の相手は考えられないだろう。

　嘘から始まった関係。

　深い仲だと言う嘘さえも、本当になってしまったが、相手がレジナルドでよかったと心から思う。

　あれほど優しく労わってくれるなんて思わなかった。
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　それからしばらくして、ようやく親戚を招いてのお披露目会が始まった。

　揃いの制服を着て、彼に寄り添いながらクリスティーナは自然と笑みを浮かべていた。

　そして、この日の夜にクリスティーナとレジナルドは、両親のもとに向かい、これからのことについて話し合いをした。

　伯爵家の一人娘であるクリスティーナがアリムリア王国に嫁ぐことに、両親は反対すると思っていた。だが意外にも、レジナルドの騎士団長としての立場。これから近衛騎士になるだろう未来を考えてくれていて、それを許してくれた。

　ただ母の希望によって、結婚式はこのメイロイア王国で。

　しかもレジナルドが休暇を取っているうちに、ということで、誕生日パーティーに続いて、今度は急いで結婚式の準備をすることになった。

　普通なら、婚約してすぐに結婚式をすることはあり得ない。

　だがレジナルドの騎士団長としての立場。

　そしてアリムリア王国に嫁ぐという事情もあり、国王陛下の許可が下りたら即座に結婚式をすることになってしまったのだ。

　これから忙しくなるわよ、と笑う母の笑顔に、クリスティーナは強張った笑みを浮かべるしかなかった。

　だがまず、翌日に行われる誕生日パーティーを、今度こそ無事に終わらせなければならない。

　昨日とは打って変わって、クリスティーナはこの日のために用意された美しいドレスを着る。レジナルドもそれに合わせて、騎士服ではなく礼服を着ていた。

　どんな服を着ていても、背が高く、鍛えられた凛々しい姿は人目を惹く。

　しかもこの国では、騎士など名ばかりの存在なのだ。

　ただ着飾るだけのこの国の貴族の男性が、日々厳しい鍛錬を積んでいる彼と比べものにならないのは当然のことだ。

　ほぼすべての女性客が彼に見惚れている。そう言っても、過言ではないと思う。

　そんなレジナルドの視線は、常にクリスティーナに向けられていた。

　ドレス姿に綺麗だと微笑み、飲み物や食べ物など、甲斐甲斐しく運んでくれる。

　招待客と話すときにも、ずっと傍に付き添ってくれる。

　威厳のある騎士団長だったレジナルドが、こんなに優しく、尽くしてくれる人だったなんて、誰も知らなかったに違いない。

　自分だけが知ることができる姿だと思うと、少しだけ優越感を覚えてしまう。

　パーティーに参加してくれた友人達は、彼とどこで知り合ったのだと口々に尋ねてきたが、あらかじめ打ち合わせをしていた通り、父の紹介だと告げた。

　実際、父方の親戚がアリムリア王国にいるらしい。

　結婚してこの国を離れると告げたが、彼女達の反応はあっさりとしたものだった。

　そうなの。寂しいわ。

　でも、仕方がないわね。

　そんな言葉だけで別れることに、クリスティーナも寂しさをまったく覚えなかったのだから、同じことだ。

　それよりも向こうの友人達に、騎士団長と結婚することになった経緯をどうやって伝えよう。

　むしろそのほうが、クリスティーナにとって悩ましいことだった。

　まず身分を隠していたことを詫びて、きちんと話そう。

　驚かれるかもしれないが、彼女達に嫌われるようなことや、距離を置かれるようなことはない。そう信じることができたし、実際にそうなるだろう。

「疲れたか？」

　そう声を掛けられて顔を上げると、レジナルドがやや心配そうに覗き込んでいた。

「大丈夫、と言いたいけど、訓練よりも疲れてしまうのはどうしてかしら」

　そう言うと、彼もまた同じことを思っていたようで、同意するように頷いた。

「ああ、そうだな。早く剣を振りたくなる」

「……わたしもです」

　そう言って微笑み合う姿は、どこから見ても幸せな婚約者同士にしか見えなかった。







※








　ようやく誕生日パーティーが終わっても、ゆっくりと休む暇はなかった。

　国王陛下からの許可を待つ間に、今度は結婚式の準備をしなくてはならない。

　でも、ドレスを新しく用意する必要がない分、パーティーよりも楽なのかもしれない。ウェディングドレスは、母が着たものをそのまま使うことになったからだ。体型もほぼ同じなので、直すところもあまりない。ただ騎士になったときに髪を少し切っていたので、それだけは文句を言われてしまった。

　もっと短く切ろうと思っていたが、これくらいでやめてよかったと思う。

　ただ手入れを怠っていた、というよりはそんな設備も暇もなかったので、少し荒れてしまっていたらしい。母は毎日のように娘の部屋を訪れ、肌や髪の手入れをしてくれる。

　たった一日のためにそこまでしなくても、というのがクリスティーナの本音だったが、あの婚約者の隣に立つのに恥ずかしくないのと言われてしまえば、もう何も言えなかった。

　いくらドレスよりも剣や馬に興味があるとはいえ、クリスティーナだって女だ。

　結婚式に憧れがまったくないわけではない。花婿に見劣りする花嫁は悲しいわよと言われてしまえば、せっせと磨くしかなかった。

　それに結婚してしまえば、この国を、この家を出ていくことになる。

　母の小言を聞くのもあと少し。そう思うと無性に寂しくなってしまう。

　家出をしたときとはまた違う、寂しさだった。

「あなたが結婚するなんて、まだ実感が湧かないわ。しかもアリムリア王国に嫁ぐなんて」

　母は、飾られているドレスを見つめながら、そう囁くように言った。

「でも、あなたが幸せになるなら、それでいいわ」

　それはきっと、母の心からの言葉だ。

　愛を疑ってしまったこともあったが、それでも今は、たしかに両親に愛されていると信じることができる。

　それがわかったのは、レジナルドと結婚することが決まってからだ。

　父も母も、伯爵家の未来よりも娘の幸せを優先してくれた。家のことよりも自分の未来を考えろと言ってくれた。それがなによりも嬉しかった。

　それにあんなに若々しい母なのだから、きっと近い将来、跡継ぎができるに違いない。

　そう思った途端、レジナルドに抱かれたときのことを思い出して、頬が染まる。

　寝室でもない場所で、しかも騎士服を着たまま。

　今思うと眩暈がするくらい恥ずかしい。

　でも優しく労わってくれた彼のお陰で、羞恥を除けばただ快楽と愛を教わった記憶だけが残っている。痛みや恐怖など、微塵も残っていない。

　これから本当の夫婦になれば、当たり前のようにまた抱き合うのだろうか。それとも偽装結婚として、向こうでは上司と部下の関係に戻るのかもしれない。

（それは聞いていなかったわ。でも……）

　恥ずかしくて、聞くことなどできない。

　向こうに帰れば、いずれわかることだろう。

　そう思いながらも、少しだけ甘い結婚生活を期待している自分がいて、クリスティーナは苦笑する。

　国王陛下の許可も無事に下りて、いよいよ本格的な準備に入る。

　髪と肌の手入れも毎日欠かさずにしているが、それと同時にレジナルドと早朝に剣の稽古もしていた。ただ軽く打ち合うだけだが、身体を動かすことは良い気分転換になる。でも本気ではないだろうが、彼の剣を受けるのはなかなか大変だった。

「屋敷を用意しなくてはならないな」

　軽く乱れた髪をそのままに、剣を鞘に納めたレジナルドはそう言った。

「屋敷？」

「ああ。俺の家は兄が継いでいる。今までは騎士団の寄宿舎に住んでいたが、結婚するとなると、そうはいかない」

「え？　団長も寄宿舎に？」

　男女で分かれているから、知らなかった。そう驚くクリスティーナに、レジナルドは頷く。

「見習い騎士の頃から、ずっとそうだ」

「……レジナルドにも、見習いだった頃があったのね」

　当たり前だろうと言われるが、何だか想像することができなかった。

「何歳で、見習いになったの？」

「十五歳だ。その年にならないと、試験を受けられない」

　まだ少年のレジナルドの姿を想像してみようとするが、うまくいかない。今の彼が印象的すぎるのかもしれない。

「それからずっと家を離れていたのね」

　だから住む場所が必要だと、レジナルドは言った。

「王城は遠くてもいいから、騎士団に近い場所がいいな。希望はあるか？」

「え？」

　突然話を振られて、驚いて顔を上げる。

「わたしの、希望？」

「そうだ。内装や庭園などは、クリスの好きにしろ。場所だけは、空いている所を探す必要があるが」

「……一緒に住むの？」

「結婚した相手と一緒に住むのは、当然だと思うが」

　嫌なのか、と心配そうに聞かれ、慌てて首を横に振る。

「偽装結婚だと思っていたから」

　正直に告げると、レジナルドは考え込むような顔をした。

「そのほうがいいのか？」

「違うの。ただ、迷惑を掛けてしまうと思って」

　慌ててそう言った途端、手を引かれた。

　急なことに対応できず、バランスを崩して彼の腕の中に倒れ込む。

「レジナルド？」

「きっかけは、普通ではなかったのかもしれない。でも俺は普通の夫婦として、生涯のパートナーとして、君と生きていきたいと思っている。だから、迷惑じゃないかと、受け入れてくれるかと聞かなければならないのは、俺のほうだ」

「わたしと？」

「ああ。だから一緒に住みたいと思う。今すぐではなくても、いずれ子どもが生まれたら大切に育てたいと思っている」

　そう言われた途端、剣を振る子どもを優しく見守るレジナルドの姿が目に浮かんだ。それを見守る、自分の姿も。

　幸せな家族。

　嘘も遠慮もない。

　互いに愛情を抱き、大切に思う存在。

　きっとそうなれるという、確信があった。

「わたしも、そう思う」

　そう頷いて、笑顔を向ける。

　レジナルドがそれを望んでくれるのなら、色々と考え込む必要なんてない。

「新しい家では馬を飼いたいわ。ずっと夢だったの」

「そうだな。大きな厩舎を作ろう」

　彼はそう言ってクリスティーナを抱き寄せる。

「覚えていなくとも、また約束すればいい」

「え？」

　何のこと、と尋ねたが、彼は笑って首を振る。

　気になったが、レジナルドがとても幸せそうに笑ったので、それ以上追及しなかった。

　抱き合ったまま、クリスティーナは空を見上げた。

　昔から、幾度となく見上げてきた空だ。でもこんなに優しい気持ちで見上げたことは、一度もなかった。

　これから始まる新しい暮らしは、希望に満ちている。そう信じることができるくらい、清々しい空だった。







※








　あれから何度も打ち合わせをして、準備を重ねてきた。

　いよいよ結婚式の当日の朝。

　クリスティーナは自分の部屋で、いつものように空を見上げている。

　でもこの景色も、見納めかもしれない。

　結婚式を終えた次の朝には、隣国に帰ることになっている。

　苦しいこと、悲しいこともたくさんあったけれど、それはすべてここに置いていこう。持っていくのは、父と母から受けた愛情だけでいい。そして明日からは、新しい自分になる。

　そんな思いで始まった朝だった。

　軽く朝食を取ったあと、すぐに結婚式の準備に入る。

　髪を結い上げて生花を飾り、白いウェディングドレスを着た。

「クリスティーナ、綺麗よ」

　そう言って微笑んだ母の瞳は、潤んでいた。

「お母様、ありがとう。色々と、ごめんなさい」

「……謝らなければならないのは、私のほうよ。それに、あなたに渡したいものがあるの。待っていてね」

　涙を拭いながらそう言った母が部屋を出ていく。

（渡したいもの？）

　それは何だろうと首を傾げる。

　でも結婚式の当日に渡してくれるのだから、大切なものなのだろう。

　母が来るのを待とうとおとなしく椅子に座ろうとしたが、ふとあることを思い出して立ち上がった。

　新しく住む場所の候補がふたつあるらしく、どちらがいいのか決めておいてほしい。そう言われていた。

（ひとつめは騎士団に近くて便利だけど、少し狭くて厩舎の位置が難しいのよね。ふたつめはとても広いけれど、やや郊外で……）

　クリスティーナとしては、少し離れていても大きな厩舎があったほうが嬉しい。そう伝えたくて、彼の姿を探した。

　レジナルドは当日でも花嫁よりは忙しくないらしく、朝はのんびりと過ごすと言っていたはずだ。ここ一か月ほど、彼が滞在していた客間に向かう。扉を叩こうとすると、中から父の声がした。

（お父様？）

　父が来ているのなら、出直そう。

　そう思って引き返そうとしたとき、中から驚くような言葉が聞こえてきた。

「それにしても、娘が騎士団にいると報告してもらったときには、驚いたよ」

（え？）

　思わず足を止めて、息を潜める。

　父と話しているのは、誰なのか。

　ここは彼の部屋ではなかったのか。

「俺も驚きました。クリスティーナが行方不明になったと聞いて慌てて探しましたが、まさか、こんなにすぐ近くにいたとは」

　答える声は、たしかにレジナルドのものだった。

（……どうして？　レジナルドとお父様は、前から知り合いだったの？）

　いつのまにか、手が震えていた。

　それに、会話から察すると、レジナルドが父にクリスティーナの居場所を教えたように聞こえてしまう。

　そんなはずはない。

　そう思いながらも、動くことができなかった。

　ふたりの会話は、まだ続いている。

「最初に深い仲の恋人がいると聞いたときにはどうなることかと思ったが、君でよかった」

「申し訳ありません。向こうでは、あまりそういうことに厳しくはないもので」

「いや、構わんよ。連絡をくれたときは驚いたが、約束を果たしてくれたのだから、娘は君に嫁がせるつもりだった」

「ありがとうございます」

　嘘、と小さく呟いた。

　父とレジナルドは最初から知り合いだった。

　父が言うには、ふたりの間には何か約束事があり、それを果たしたから、彼と結婚させようとしていたのだ。

　クリスティーナはそれを知らずに彼と会い、密告されていたことも知らないまま、結婚相手としてレジナルドを選んだことになる。

（そんな……）

　面倒を見てくれていたのも、優しくしてくれたのも、全部父との約束だったからなのか。

　何よりもレジナルドが、クリスティーナの居場所を父に告げたことがショックだった。

　思えば痕跡は、何ひとつ残していなかった。

　窓から抜け出し、柵を乗り越えて、辻馬車でアリムリア王国に辿り着いたのだ。それも聖騎士ではなく、見習い騎士で試験を受けたのだから。

　それなのに、どうしてあんなに短期間で自分の居場所を見つけ出したのか、もっと深く考えるべきだったのだ。

　自分で必死に考え、行動したつもりだった。

　悩みながらも、自分で選んだ選択肢のはずだった。

　それなのにすべて父が用意していた道を歩いていただけと知り、クリスティーナはドレスを握りしめる。

　高級なレースが皺になってしまっても、かまわない。

　ここに居たくない。

　そう思って踵を返すと、がちゃりと扉が開く音がした。

　顔を上げると、そこには驚いたような顔をしたレジナルドの姿があった。

「クリス？」

「来ないで！」

　叫んだ言葉は、自分でも驚くほど拒絶に満ちていた。

「最初から、お父様と知り合いだったのね」

「……」

「最初にお父様が言っていた婚約者って、あなたのことだったの？」

「……」

　衝撃のためか、それとも話したくないのか。

　何も言わないレジナルドの姿に、クリスティーナは悲しい笑みを浮かべる。

「結婚は、しないわ。思い通りにはならないから」

「待ってくれ！」

　立ち去ろうとしたクリスティーナの手を、レジナルドが掴んだ。

　必死に呼び止めようとしている。
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「離してください。あなたと話すことは何もありません」

「クリスティーナ、君は誤解している。どうか、俺の話を聞いてほしい」

　必死に懇願する姿に、今度は何を言って自分を騙すつもりかと言おうとした。

　でも、ふと思う。

　レジナルドは本当に、そんな人なのだろうか。

　父と申し合わせて自分を騙して、結婚するような。

（まず、そこまでしてわたしと結婚しなければならない理由は、何？）

　アリムリア王国の権力争いに巻き込まれないようにというのは、理由としては少し弱い。別にクリスティーナではなくてもかまわないことだ。

　ふと、話くらい聞いたほうがいいのではないかと思った。

　ただ聞こえてきた一部分の会話だけで、彼のすべてを否定してもいいのだろうか。

「……」

　ここが分岐点だ。

　ふいにそんな考えが浮かんだ。

　家を飛び出して、隣国で騎士になったように。

　とっさにレジナルドの名を出して、彼と結婚することになったように。

　今の言動ひとつで、未来が変わってしまう。

　そんな予感があった、

　クリスティーナは唇を噛みしめて、俯いた。

　裏切られたという思いは、容易には消えない。

　でもレジナルドを信じたいという気持ちも、たしかに存在している。彼の、クリスティーナにだけ向けてくれる愛情が、すべて嘘だと思いたくない。

「……許すとは、言わない。ただ、話を聞くだけよ」

「それでもかまわない」

　彼はほっとした様子で頷くと、クリスティーナの手を握った。

「ありがとう」

　縋るように握られた手に、話を聞こうと思ったのは、間違いではなかったと思う。それでもまだ、父と顔を合わせるのは嫌だったので、レジナルドとともに別の客室に向かった。

　長い間、人の立ち入らないこの部屋は、ほんの少し肌寒い。

　ドレス姿だったこともあり、軽く身を震わせると、レジナルドが上着を脱いで肩に掛けてくれた。

「いらないわ」

　即座に返そうとするが、彼は長い話になるからと、少し寂しそうに笑う。

　騙されていたのはクリスティーナのほうだ。それなのにそんな顔をするなんてずるいと思う。

「話って、何？」

　仕方なく上着を借りたままそう言うと、レジナルドは頷く。

「君の父親である伯爵のことは、昔から知っていた。アリムリア王国に親戚がいると聞いていただろう？」

「ええ。父の母……。祖母が、アリムリア王国出身だと言っていたわ」

「そうだ。少しややこしい話になるが、俺の母方の祖母と、君の父方の祖母は姉妹になる」

「えっと……」

　クリスティーナの父とレジナルドの母が従兄妹になるのだと、ようやく理解する。

　そんな関係だとしたら、クリスティーナが行方不明になったとき、父が剣に憧れていた娘がアリムリア王国に向かったかもしれないと考えたとしたら。すぐに親戚であるレジナルドの家に連絡をしても不思議ではない。

「そうだったのね」

　少しだけ怒りが収まって、クリスティーナは頷いた。

　思えばあのとき、クリスティーナを助けてくれたレジナルドは、ひどく驚いた顔をしていた。探していた親戚の娘が、この騎士団で見習いをしていると知って、驚愕したのだろう。

「そのときから、お父様と連絡を？」

「いや、それよりも前からだ。ようやく約束を果たしたので、伯爵に連絡をして婚約を許可していただいた」

「え？」

　約束。

　婚約。

　想像できなかった言葉が彼の口から出てきて、クリスティーナは困惑する。

「どういうこと？　十八歳の誕生日に発表すると言っていた婚約者は……」

「そう。俺のことだった。君が十八歳になるまでに達成しなければ認めないと言われていたので、これでも必死に頑張ってきたつもりだ」

　状況が読めなくて首を傾げるクリスティーナに、レジナルドは寂しそうに笑った。

「まさか君が、約束を忘れてしまったとは思わなかった」

　あまりにも寂しそうな言葉に、罪悪感を覚えてしまう。

「わたし、昔にレジナルドに会ったことがあるの？」

「ああ。あれは君の、十歳の誕生日パーティーの日だった」

「十歳の……」

　宝石が嵌められたナイフを、覚えていないか。

　そう言われて、クリスティーナは目を見開く。

「まさか、あのときの！」

　おぼろげだった記憶が、はっきりと甦る。

　女騎士に連れられて参加したあの少年は、たしかに黒髪だった。そして深い海のような瞳をしていた。

　まさかそれが、レジナルドだったなんて思わなかった。

「覚えているわ。騎士になりたいと言っていた。わたしもなりたいと言って……。一緒に夢を叶えようと言ったわ。その約束？」

　あのときの少年は、もう立派に夢を叶えていた。しかも、第一騎士団の騎士団長にまでなっていたのだ。

　約束を忘れたりはしていない。そう思って言ったが、レジナルドは首を振る。

「いや、違う」

「え？」

「この国では、女は騎士になれない。そう言われて泣き出してしまった君に、俺はプロポーズした。俺の国に来れば、一緒に騎士になれる。そう言って、約束の印にナイフを渡した」

「プロポーズ？」

「そうだ。君はとても綺麗だったし、それなのに剣や馬が好きだなんて言うから、一緒に暮らしたら楽しいと思った。それに俺の国に連れて行けば、一緒に夢を叶えられる」

　幼い初恋だったと、彼は笑う。

　あれは、誕生日プレゼントではなかったのだと聞かされて、クリスティーナは混乱する。

　十歳の記憶というものは、こんなにあやふやなのか。

「そうしたら伯爵に、騎士団長くらいになれば娘をやってもいいと言われた。夫人には、十八歳までは待ってもいい、と」

「……そうだったの」

　そのとき、レジナルドは十四歳。

　まだ見習い騎士にもなっていない。さらに娘のクリスティーナは十歳だ。

　父はきっと軽い気持ちで言ったのだろう。そして母も、自分が結婚した年齢と同じ年に結婚すればいいと思ったにすぎない。

　でもレジナルドはそれを約束と信じて、翌年には見習い騎士となった。それからたった八年で騎士団長になるには、どれだけ大変だっただろう。

　それなのに肝心のクリスティーナは、すっかり忘れてしまっていたなんて。

「……ごめんなさい」

　もう怒りなど微塵もなかった。

　ただ忘れてしまっていたことが申し訳なくて、そう謝罪する。

「いや、俺も焦り過ぎた。ようやく迎えに行けると思ったのに、家出をしたと聞かされて、どうしたらいいのかわからなくなった。騙すような真似をしてしまった」

　父と申し合わせ、今度こそ失敗しないように、クリスティーナが逃げ出さないように厳重に囲ったと、レジナルドは落ち込んだ様子で告げる。

「君はまだ十歳だったのに、忘れてしまっている可能性をまったく考えなかったのは、俺の落ち度だ」

「そんなこと、言わないで」

　落ち度なんて、言わないでほしい。

　クリスティーナは首を振る。

　彼はただ信じただけだ。

　幼い約束を交わした少女が、待っていてくれる。

　条件さえ守れば、少女の両親が許してくれると。

　それなのにその少女は、自分の夢しか覚えていなかった。

　彼が血の滲むような努力をしている間も、叶わない夢に溜息をつき、曇り空を眺めて嘆いていただけだ。

「わたしは、あなたにそんなことを言ってもらえる資格はないの」

「クリス。クリスティーナ。泣かないでくれ」

　両手で顔を覆って涙を流すクリスティーナの肩を、レジナルドが抱きしめる。

「俺がここまで来たのは、君のためだ。クリスティーナにふさわしい男になりたかった」

「わたしの、ため？」

「そうだ。だからどうか、俺の夢を叶えて欲しい」

「あなたの夢は、何？」

「クリスティーナを妻として迎えること」

　レジナルドの瞳が、まっすぐにクリスティーナを見つめている。

（この瞳を、覚えているわ。わたしの手を取って、一緒に夢を叶えようと笑ってくれた）

　間違いなく彼は、あの日の少年だ。

　クリスティーナは涙を拭って、微笑む。

「ええ。わたしは今日、あなたの妻になるわ」

　遠い日の約束。

　忘れてしまったことは、本当に申し訳なく思っている。

　それなのにあきらめず、今日のこの日まで導いてくれた彼に、怒りなんてもう感じない。

　こんなにも愛されて、求められて。

「約束は忘れてしまったけれど、あのナイフはずっと、わたしの心の支えだった。何度も、あなたのことを思い出していたわ。きっと、わたしにとっても初恋だった……」

　そう言って、彼の胸に頬を寄せる。

「騙していたなんて、ひどいことを言ってごめんなさい」

「俺もきちんと話をせず、偶然を装ったことは、悪かったと思う」

　謝罪し合って、仲直りのキスをした。

　しばらく抱き合ったあと、ふたりは急いでそれぞれの部屋に戻る。

　今日は結婚式当日なのだ。

　やらなくてはならないことが山積みだった。

　伯爵が心配しているだろうからと、レジナルドは父のもとに向かった。

　クリスティーナも乱れてしまった髪と、泣いてしまったために落ちた化粧を直す必要がある。

　部屋に戻ると、怒った様子の母が待っていた。

「クリスティーナ、どこに行っていたの」

　待っていてと言ったでしょう。

　そう抗議した母は、クリスティーナの顔を覗き込んで美しい顔を顰める。

「何かあったの？」

「……レジナルドと話していて、彼が十歳のときに会った男の子だって、ようやく気が付いたの」

　そう告げると、母は心底驚いた様子だった。

「今まで知らなかったの？」

「忘れてしまっていたの。ナイフのことは大切にしていたし、覚えていたのに」

「だから、様子が変だったのね」

　納得したように何度か頷いた母は、侍女に持たせていたものをクリスティーナに差し出した。

「これをあなたに見せたとき、動揺していたもの」

「あ……」

　それは、あのナイフの宝石を使ったネックレスだった。

「贈った相手と結ばれるとき、ナイフに使われている宝石をネックレスに変えて身に付ける。そういう風習らしいの。だからこれを、こうしたのよ」

「知らなかった……」

　だから母は、レジナルドと婚約が決まったときに、このナイフをネックレスに変えたのだ。

　娘の婚約を祝うために。

　娘のために、無謀とも思える条件を達成した、義理の息子のために。

「ごめんなさい。わたし、何も知らずに反発していた……」

「わかっているものだと、覚えているものだと思って何も言わなかった私達が、一番悪いわ」

　俯くクリスティーナを、母は優しく抱きしめた。

「お母様」

　こうやって母に抱きしめられるなんて、子どものとき以来だ。

「思えばあの十歳の誕生日パーティーのあと、あなたは病気で倒れてしまって、三日も熱が下がらなかったの。あのとき、少し記憶があやふやになっていると気が付いていたのに、ちゃんと確認しなかった私が悪いわ」

「そうだったの。だから忘れてしまっていたのね」

　十歳のパーティーのことはぼんやりと覚えているのに、熱を出して寝込んだ記憶はまったくなかった。

　それからも、あれは覚えている。それは知らないと、たくさんの思い出を語り合った。

　こんなふうにきちんと母と話し合ったことも、なかった気がする。

　クリスティーナは髪と化粧を直してもらいながら、そう思った。

「あなたがドレスとか、宝石とかに興味がないことは知っていたわ。でも、どうしても娘と話がしたくて。何か話題が欲しくて、私の趣味を押しつけてしまったわ」

　やがて母が、ぽつりとそんなことを言う。

「え？」

「あなたが可愛くて、仕方なかったの。アリムリア王国に嫁ぐと決まってからは、少しでも傍にいたくて」

　そんなことを言って俯く母は、自分などよりもよほど可愛らしい。これでは父が夢中になるのも仕方がないと思ってしまう。

「わたしもお母様のことが好きよ。期待にこたえられないと、悩んでいたくらい」

　母に抱きついて、また髪が乱れてしまうと叱られる。

　でもそんな母の瞳からも、涙が零れていた。

　思いきり抱き合ったあと、ふたり揃って髪と化粧を直してもらった。
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　そうしていよいよ、結婚式が始まった。

　クリスティーナは母のドレスを着て、胸にはあのネックレスをつけている。

　急だったのに、誕生日パーティーよりもさらにたくさんの人が駆けつけてくれた。

　その中には、レジナルドの母もいた。

　今は近衛騎士をしているという彼女は、昔見たときと同じように騎士服を着ていて、やっぱり凛々しくて美しい人だった。息子をよろしくと微笑んでくれた彼女に、クリスティーナは見惚れながら頷く。

「こちらこそ、よろしくお願いします」

　話を聞くと、レジナルドの父は彼が幼い頃に亡くなっていたらしい。

　そのときから当主となった、彼よりも十歳ほど年上の兄は、穏やかで優しそうな人だった。

「弟は、昔から努力を惜しまなかった。できないことは、できるまでやる。そんな男だ。そして、その努力はすべて君のためだった。弟を、受け入れてくれてありがとう」

　そんなことを言われてしまえば、せっかく直した化粧がまた崩れそうになった。

　涙が多い結婚式だった。

　驚いたことに父まで、ウェディングドレス姿のクリスティーナを見て涙ぐみ、母に慰められていた。

　レジナルドが目を細めてクリスティーナを見つめる。

　きっとこれまでのことを、今日に辿り着くまでの道のりを思い出しているのだろう。

　こんなに自分を求めて、愛してくれる人に酷いことばかりしてしまった。

　約束を忘れてしまい、婚約を嫌がって逃げ出した。

　それなのに見放さないでいてくれて、自分を妻として迎えることが夢だと言ってくれたこの人を、今度こそ幸せにしたい。

　クリスティーナは、目の前に立つレジナルドを見つめながら、誓いの言葉を口にする。

「あなたを愛することを、誓います」
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　結婚式は無事に終わったが、パーティーは夜明けまで続くようだ。

　父の上機嫌な笑い声が、部屋の外まで聞こえてきた。

「お父様、飲みすぎなければいいけれど……」

　思わず心配でそう言うと、身支度を整えてくれた侍女が穏やかに笑う。

「今日は仕方がありません。お祝いの席ですから」

　クリスティーナもつられて笑う。

　娘が行方不明だった半年間、本当に心配を掛けてしまった。父が戻ってきた娘を叱ったのも無理はないと思う。

　そして、侍女達にも。

「ごめんなさい。わたしのせいで、お父様に叱られてしまったでしょう？」

　彼女達は、クリスティーナ付の侍女だ。

　異変に気が付かなかったのかと、言われているに違いない。

「それは、仕方のないことです。気が付かなかった私達が悪いのです」

「でも……」

「それよりも、そこまでお嬢様が追い詰められていたことに、まったく気が付かなかったことが悔しかったです」

　そう言われて、どれだけたくさんの人に心配をかけてしまっていたのか、あらためて気が付く。

　夢を叶えた。

　でも、方法が間違っていた。

　きちんと話をして、それができないのならせめて書き置きだけでも残して去るべきだった。

「本当に、ごめんなさい」

　侍女達と仲直りをしたあと、クリスティーナはひとりで寝室に移動した。

　今日は結婚してから初めての夜。

　夫婦がふたりで過ごす夜だ。

　緊張した面持ちで寝室の扉を開けると、そこにはもうレジナルドがいて、静かに新妻の訪れを待っていた。

「レジナルド」

「……クリスティーナ」

　ナイトドレスを身に纏って現れたクリスティーナを、レジナルドは腕の中に閉じ込める。

　抱き合ったのは初めてではないけれど、ふたりとも薄着のせいで、互いの体温がはっきりとわかる。レジナルドの身体はとても温かくて、クリスティーナはその胸に頬を擦りつけた。

「寒いのか？」

「少し。でもこうしていれば、温かいわ」

　大きな彼の腕はクリスティーナの身体をすっぽりと包んでくれる。

　温かくて、心地良い。

　そのままうっとりと目を閉じていれば、ふと顎を掴まれて、唇を塞がれる。

「んっ……」

　結婚式の誓いのキスとは違う、熱を帯びたものだった。

　何度も繰り返され、呼吸が乱れていく。

「ま、待って……。あっ……」

　制止しようとしても、言葉ごと飲み込まれて、深く、何度もキスを繰り返す。

「はぁ……、んっ」

　息苦しくなって、入り込んできた舌を押し戻そうとするも、逆に絡み取られて深く吸われる。

「まっ……、んっ……」

　ようやく離してくれたときには、ぐったりと彼の胸にもたれかかることしかできなかった。

「……、……」

　必死に呼吸を整えていると、今度はふわりと身体が浮きあがる。慌ててレジナルドの首に両手を回してしがみついた。

「レジナルド、少し待って。まだ……」

「駄目だ。もう、待てない」

　その言葉と同時に寝台に下ろされて、上から覆い被さるようにしてまたキスをする。

「レジナルドっ……、んっ……」

「クリスティーナ。愛している」

　唇が、首筋を這っていく。

　同時に手のひらはもう、胸の膨らみに触れていて。

　あまりの性急さに少し怖くなる。

　でもここで悲鳴を上げてはいけない。

　彼を拒絶してはいけない。

　こんなにも長い間、待たせてしまっていたのだ。

「レジナルド」

　できるだけ優しく、穏やかにその名を呼ぶ。

「わたしはあなたの妻よ。もうどこにも行かない。ずっと一緒にいるわ。だから、何も心配しないで」

「……っ」

　優しくそう言えば、胸の膨らみを這いまわっていた手が止まった。

　我に返ったように、レジナルドは身体を離す。

「すまない。乱暴にするつもりはなかった」

　謝罪する彼に、首を振る。

　レジナルドは悪くない。

　悪いのは、彼との約束を忘れてしまった自分だ。

「謝る必要なんてない。わたしだってあなたが欲しい。でも、今日は特別だから。わたし達が夫婦になってから、初めての夜だから」

「そうだな。今日は、特別だ」

　焦燥を帯びていたレジナルドの視線が、柔らかくなる。

　こんな自分を妻にするのが夢だと言ってくれた彼の、今日は夢が叶った日なのだから。

　先ほどの激しさとは打って変わって、レジナルドはクリスティーナの頬や額に、軽く触れるだけのキスを繰り返す。優しい温もりが触れるたびに、愛されているのだと実感する。

　唇は首筋から鎖骨、手のひら。そして指先から、膝、足にまで移動していく。

「……あっ」

　レジナルドの唇が触れるたびに、そこに熱が宿っていくような気がした。

　それはクリスティーナの官能を内側から呼び覚ましていく。

「レジナルド……、わたしに、触れて」

　軽いキスだけでは物足りなくて、そう懇願する。

　しゅるりと布の音がして、胸元で縛られていたリボンが解かれる。緩んでいく衣服の合間から、手のひらが進入していく。

「ああ……」

　最初に触れたのは、胸の膨らみ。

　その豊かな膨らみを確かめるように何度も、手のひらが往復する。

　最初のときは、制服越しの愛撫だった。

　初めて直接触れられたその場所は、自分で思っていたよりもずっと敏感で、レジナルドの手が動くたびに、切ないような声を上げてしまう。

「んっ……、ああっ……」

　優しく愛でるように、手のひらが何度も往復する。

　さらに下から上に持ち上げるようにして揉まれ、指が色づいた部分をそっと撫でた。

「レジナルド……、んんっ……」

　胸の頂が、愛撫に反応して尖り始めている。

　それなのに指は周辺を這いまわるだけで、その部分には触れようとしない。

「綺麗な肌だ。このままずっと、触れていたくなる」

　囁かれる声に、首を振る。

「ずっと、このままなんて、嫌……」

　快楽を教え込まれてしまった身体は、もっと強い刺激が欲しいと叫んでいる。それなのにレジナルドの手は、クリスティーナの素肌をなぞるだけだ。

「……お願い……、もっと」

　はしたないとわかっていても、自分の上に覆いかぶさるようにしている彼に、そう懇願した。

「わかった」

　少し笑ったような気配がしたと思った途端、両方の胸の頂を指で摘ままれた。

　途端に走る、甘い痺れ。

　小さな突起が与える快楽に、背筋が震える。

「ああっ……」

　知らずに声が漏れていた。

　レジナルドの指に刺激され、胸の頂はさらに固く、敏感になっていく。

　指で摘ままれ、転がされ、もう彼の思うままだった。

　痛いくらい敏感になったその部分に、レジナルドはそっと唇を寄せた。突起を唇で挟み込み、舌で転がしていく。

「ああっ」

　初めての感覚だった。

　柔らかく湿った舌が、尖った先端を舐め回す。さらに唇で挟み込まれ、軽く吸われると、身体中の力がそこから抜けていくようだった。

「んっ……、だめ。もう……」

　感じすぎて、どうしたらいいかわからなくなる。

　それなのにレジナルドは何度も、胸の膨らみに手のひらを這わせ、尖った先端を指で転がし、さらに舌でねっとりと愛撫する。

「レジナルド、もうだめ……」

「嫌か？」

「ちがう……、感じすぎて……」

　身体の中の熱をどう扱ったらいいかわからなくて、ただ子どものように首を振るだけだ。

「大丈夫だ。そのまま感じていればいい」

　レジナルドはそう言うと、胸の膨らみに唇を移動させた。白い肌に、赤い花を咲かせていく。

「んっ」

　ぴりっとした痛みが走る。

　でも高められた身体は、それさえも快楽として受け止めていた。

「ああ……」

　何度も何度も、刺激を受けて敏感に反応する。

　身体の中心が熱く疼き始めていた。

「もう、そこばっかり……、もっと……」

　白い肌が薄紅色に染まるほど、胸ばかりを愛でられて、クリスティーナは身体の中に蓄熱していくものを持て余していた。

　無意識に足を擦り合わせると、わずかに濡れたような水音がする。

　甘えるように彼の名を呼ぶ。

「レジナルド」

　答える代わりに彼は、クリスティーナのナイトドレスに手を掛けて、ゆっくりと脱がせた。露わになっていく白い肌。コルセットもドロワーズもすべて脱がされて、何も纏っていない裸身を彼の前に晒す。

「綺麗だ」

　レジナルドが耳もとで囁いた。

　胸元に散った赤い花。

　愛撫を受けて、つんと尖った胸の頂。

　折れてしまいそうなほど細い腰。足の間は、しっとりと蜜で濡れている。

「……恥ずかしいわ」

　すべてをじっくりと眺められて、羞恥から視線を逸らす。

「ねえ、レジナルドも」

　促すように言うと、彼も頷いて衣服を脱ぎ捨てた。

　服の上から見るよりも、逞しい。

　鍛えられた腕に、クリスティーナは手を伸ばした。

　この手が、剣を振っている。

　あの見事な剣技は、ここから生み出されているのだ。

　そう思うとうっとりとして、頬を押し当てる。

「クリス？」

「レジナルドの腕、好きなの」

　思わずそう呟くと、レジナルドは笑みを浮かべてその腕でクリスティーナを抱き寄せた。

「すべて、君のものだ」

「わたしの？」

「そうだ。君を得るために鍛えてきた」

「……嬉しい」

　こんなに綺麗なものが自分のために存在すると言われて、嬉しくないはずがない。

「わたしも全部、あなたのものだからね」

　お礼のようにそう言うと、慈しむようにクリスティーナを見つめていたレジナルドの視線が揺れる。

「レジナルド？」

「俺のものにしても、いいのか」

「ええ、もちろん。あなたの妻だもの。あなただけのものよ」

　当然だと言うように答えると、彼はクリスティーナの胸元に顔を埋めた。

「大切な約束を、忘れてしまってごめんなさい」

「……忘れられるとは、思わなかった」

「婚約から逃げて、行方をくらまして。本当にごめんなさい」

「夢が叶うと思った寸前に、いなくなるなんて思わなかった」

「その代わり、もう離れないから。ずっと傍にいるわ」

　約束するから。

　そう言って、彼の黒髪を撫でる。

「あっ……」

　だがそれも、胸の頂を唇で痛いくらい吸われてしまえば、続けることができなくなる。

　少しだけ収まっていた情熱は、ただそれだけの行為で簡単に呼び覚まされた。

「んっ……、レジナルド……」

「俺のものだろう？」

「そうだけど……。もう……」

　このまま放置されたら、クリスティーナだって我慢できない。でも、もう少しだけ余韻に浸っていたかった。そう言うと、彼は後でな、と小さく囁いた。

　中断されていた愛撫が再開される。

　胸の膨らみを弄んでいた手のひらは、今度は腰をなぞり、下腹部を軽く撫でてから、足のほうに下りていく。

「そこ……、んっ……」

　くすぐったいと抗議しても、受け入れてくれない。

　太腿をなぞって下がる指は、ふくらはぎを撫で回し、そこからまた、ゆっくりと上を目指した。

　思わず期待で、熱い吐息が漏れる。

　確かめるまでもなく、そこはしっとりと濡れているはずだ。

　だがレジナルドの手のひらはまっすぐにそこを目指さず、まずは内腿を這いまわる。

　何度も円を描くようにして撫でられ、くすぐったさとは違う疼きが、身体を駆け巡った。

「ああ……」

　期待を裏切るように、手のひらは足の付け根まで移動したかと思うと、また下に移動していく。

　それが何度も繰り返される。

　もどかしくて足を擦り合わせようとしたが、それより先に両脚を掴まれて、大きく割り開かせられた。

「やあっ」

　思わず声を上げた。

　今のクリスティーナは、何も身に纏っていない。裸のままだ。そんな恰好をしたら、恥ずかしい部分を彼の目の前に晒してしまう。

「だめ……。恥ずかしいから……」

　抗議して足を閉じようとするも、レジナルドはその間に身体を入れてしまい、それができなくなってしまう。

「恥ずかしがる必要はない。とても綺麗だから」

　そう言うと、クリスティーナの細い脚を抱え上げ、その内股に唇を這わせる。

「ああっ……」

　直接、足の間に触れられているような、それくらい強い快感が身体を駆け巡った。

　シーツを強く掴んで、その刺激に耐える。

「それ……、あっ……、だめ……」

　皮膚の柔らかい部分を這いまわる唇。

　ぴりりとした痛みとともに、赤い花が散っていく。それがどんなに卑猥な光景なのか、見なくてもわかる。

　やがて舌が、腿を伝っていく蜜をそっと舐めとった。そのまま軌道をたどるように、少しずつ上に向かっていく。

「んんっ」

　ようやくレジナルドの愛撫が、待ち望んでいた部分に到達した。

　蜜が滴る割れ目に、下から這ってきた唇が辿り着く。

　少し舐められただけなのに、そこから走る衝撃は前回以上だった。

　びくびくと反応する身体を両手で押さえ込んで、レジナルドの唇がその部分を這いまわる。

　割れ目に口づけをするかのように唇を寄せて、滴る蜜を舌で舐めとる。

「んっ、はぁ……。ああっ……」

　神経を刺激されているかのような、強すぎる快感が身体に走る。そのたびに蜜は溢れ出し、それを舐めとるようにして、また唇と舌が蠢く。

　まだじっくりと愛撫されているだけなのに、クリスティーナの身体は絶頂に追いやられようとしていた。さらに追い打ちをかけるように、蜜を滴らせている割れ目の少し上にある、ぷくりとした花芯を、指で転がされた。

「やあっ」

　背筋を反らして、その強すぎる刺激に耐える。

「そこ……、やぁんっ……」

　どんなに懇願しても、愛撫は終わらない。

　やがて花芯に唇を寄せられ、割れ目に指を差し込まれて、クリスティーナは大きく背を反らせて、達した。

「……、はぁ……、あ……」

　肩で大きく息をして、必死に呼吸を整えようとする。

　でも、まだレジナルドの指は止まらない。

　達したばかりの襞を指で擦られて、たまらなくなって身を捩る。

「だめ、もう……」

「まだ、これからだ」

　愛しさを宿した、残酷な言葉。

　割れ目に侵入した指が、蜜を掻き回すように動く。

　静かな寝室に水音が響いて、恥ずかしくてたまらなくなる。

　でもそれよりも、腰が溶けてしまいそうな快楽に、クリスティーナは翻弄されていた。

「ま……」

「待たない。もう、待ちきれない」

　制止を懇願しようとしても、先に遮られてしまった。

　奥ではなく入り口を広げようとして動く指に、それが近いとわかってしまう。

　それでも、待たないと言いながらも、クリスティーナが苦痛を感じないように、丁寧に解されている。

「はぁ……、あ……」

　達した衝撃と強すぎる快楽に翻弄されていた身体も、ようやく物足りなさを感じていた。もっと奥まで。もっと深く。

　差し込まれる指に強請るように腰を動かすと、くちゅりと音がして、ゆっくりと指が引き抜かれる。

　レジナルドの視線が、まっすぐにクリスティーナに向けられる。

　クリスティーナも、レジナルドを見上げた。

「クリス、愛している」

　言葉とともに、割れ目をこじ開けて侵入してくる楔。

「んっ……」

　その重量感に息が詰まりそうになる。

　それでも力を抜いて、ゆっくりと彼を受け入れた。

　一度達したせいか、最初のときよりも苦しくない。だから、余裕があったのだろう。自分を抱くレジナルドが愛しくて、ずっと彼の顔を見上げていた。
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　僅かに紅潮した肌。

　自分を見つめる、優しい瞳。

　鍛えられた、逞しい腕。

　すべては自分のもので、これから生涯をともにするものだ。

　そんな人との出会いを、始まりのきっかけを、すべて忘れてしまったのは悲しい。でも無意識にあのナイフを大切にしていたのは、きっと同じ夢を抱いていたというだけではなかったのだろう。

　記憶はなくとも、きっと覚えていたのだ。

　これが大切な人との、思い出の品であると。

　だからこそ、初めてレジナルドと話をしたとき、心がざわめいた。何かが気になった。

　そう信じている。

　でも、そんな余裕があったのはほんの少しの間。

　ゆっくりと彼が動き始めると、途端に身体は快楽に支配されてしまう。

　時間をかけて愛された身体は、与えられた刺激に素直に反応する。何度も出入りする灼熱の楔に、意識さえも絡めとられていく。

「ああっ……、んっ……」

　レジナルドの腕に縋って、何とか耐えようとする。

　だが、動きは激しさを増すばかりだった。

　クリスティーナはもうすっかり抵抗することをあきらめ、ただ快楽に身を任せる。

「はあ……、ああんっ」

　もう声を押し殺すこともしなかった。

　レジナルドは、そんなクリスティーナを愛しくてたまらないというように抱き寄せ、それでも責めることをやめない。激しく揺さぶりながらも額に、頬に、そして胸に唇を押し当てる。

「やっ……、もうだめ……、また……」

　二度目の絶頂は、もうすぐだった。

　背を反らせ、四肢に力を入れて達すると、自身の中にいたレジナルドを強く絞めつけてしまう。熱い迸りを胎内に感じたのは、それからすぐ後のことだった。

「ああ……」

　敏感になった襞を焼くように、注ぎ込まれる熱い白濁。

　終わったと思って目を閉じようとしたが、埋め込まれた楔がまたゆるゆると動き出して、思わず声を上げる。

「えっ……。もう、終わった……」

「まだだ。まだ、愛し足りない」

「そんな……、あっ……」

　溢れる蜜と、注がれた白濁が中で混じり合い、突き込まれるたびに溢れ出る。

「もうだめ……。ああ……」

　二度も絶頂したクリスティーナはもう、体力の限界だった。

　必死に首を振るが、宥めるように抱きしめられ、さらに何度も腰を動かされたら、簡単に快楽に落ちていく。

「んっ……、ああ……」

　三度目の絶頂で意識を手放してしまい、そこでようやく解放された。

　ぐったりとしたクリスティーナを、レジナルドはもう離さないとでもいうように、しっかりと抱きしめていた。






　翌朝、目が覚めたときにはあまりにも身体が怠く、そして身体中に赤い跡が花のように散っていたので、とても侍女に着替えは頼めない状況だった。

　自分で何とかするしかない、とゆっくりと起き上がると、すでに起きていたレジナルドが身支度を手伝ってくれた。

　ひどいわ、と小さな声で抗議すると、彼は困ったように、申し訳なさそうに謝罪する。着替えをしてようやく一息つくと、今度は朝食を持ってきてくれた。

「何か食べられるか？」

「んー、果物とスープ」

「もっと食べないと駄目だ。騎士は身体が資本だからな」

　そう言いながらも、座っているクリスティーナのところまで朝食を運んでくれた。さらに紅茶まで入れてくれる。

「レジナルドは食べたの？」

「ああ。朝練をしてきた」

　そういう彼には、昨日の名残なんてまったくないようだ。ずるい、と小さく呟くと、優しい顔で笑ってくれた。

　ようやく動けるようになったのは、午後になってからだ。

　すれ違う侍女が皆、赤い顔をして俯いているのが居たたまれない。もしかして昨日の声が漏れていたのかと思うと、今すぐアリムリア王国に帰りたくなるくらい恥ずかしい。

　それなのにレジナルドは、新婚初夜なのだから当然だという顔をしていて、それがまた恥ずかしくてたまらない。

「これからは、もう少し手加減してね？　訓練ができなくなるから」

　小声でそう言えば、頷いてくれるどころか不満そうな顔をする。

「体力をつければいい」

「もう、いくら鍛えても騎士団長並みの体力は無理です！」

　拗ねたふりをすれば、レジナルドは慌てた様子で顔を覗き込もうとする。

「わかった、気を付ける」

「約束ね」

　そう言って笑顔を向けると、安心したように彼も微笑んだ。

　帰国は、三日後になった。

　この国を出たくてたまらない日もあったが、今は素直に寂しいと思う。

　父や母とも、たくさん話をした。

　今までのこと、そしてこれからのことも。

　昔は、父が母に甘すぎると思っていたけれど、レジナルドもクリスティーナにはとても甘いので、夫婦とはこんなものかもしれないと思う。

「あれだけ仲睦まじいなら、心配いらないわね」

　母もそう言ってくれた。

　クリスティーナも同じ理由で、両親のことはこれからも心配ないと思っている。

　父にはときどき里帰りすることを約束し、そしてふたりに見送られて、クリスティーナはレジナルドとともにアリムリア王国に帰った。

　最初に向かったときは、ひとり。帰ったときもひとりだった。

　でも今は、レジナルドとふたりだ。

　そしていずれは三人、四人と増えていくのだろう。

「子どもはふたり欲しいな」

　思わず呟くと、レジナルドはにやりと笑う。

「そうか。励まないとな」

「い、いずれだよ？　今すぐではないからね？」

　慌ててそう言うが、言ってしまった言葉は取り消せない。

（見習い騎士って、産休はあるのかな……）

　思わずそう考えてしまうあたり、自分もそれほど嫌ではないのかもしれない。

















終章












　帰国するとすぐに、クリスティーナは寄宿舎に向かった。

　屋敷はまだ建設中で、どんなに急いでも完成まで一年はかかるらしい。それまでは今まで通り寄宿舎に住みたいと思っていたが、レジナルドは承知してくれなかった。

　たしかに今まで通りに暮らすなら、自分は友人四人との共同生活だし、レジナルドだってひとりとはいえ、寄宿舎だ。基本的に寄宿舎は単身用なので、異性の寄宿舎を訪問することは禁じられている。

　一年も離れていられない、というのが彼の言い分だった。

（たしかにわたしだって、一年は長いと思うけど……）

　まだ少しだけ、初めてできた友人達との生活を楽しみたかった。そう言うと、レジナルドは少し沈黙したあと、わかったと頷いてくれた。

　一緒に暮らすのは、屋敷が完成した一年後。

　そう約束をして、レジナルドは騎士団長に、クリスティーナは見習い騎士に戻ることにした。

「クリス！」

　懐かしい寄宿舎に戻ると、友人達が待ち構えていた。

「よかった。お母さんは大丈夫だった？」

「長くかかったね。心配していたのよ」

「クリスは、大丈夫？」

　リーンにカリン。そしてマリア。

　友人達が、変わらない笑顔で迎えてくれる。

「ごめんなさい、心配をかけて。もう大丈夫だから」

　クリスティーナはそう言って笑うと、メイロイア王国から持ってきたお土産を渡す。

　それは若い女性ならみんな好きな甘い菓子で、お茶を淹れて飲みながら、ひさしぶりのおしゃべりを楽しんだ。

「そういえば団長も長い間、留守をしていたの。なんか、結婚が決まったんじゃないかって噂があったわ」

　マリアの言葉に、クリスティーナはお茶を飲んで喉を潤してから、こう切り出した。

「あのね。みんなに、聞いてほしいことがあるの」

　この三人にだけは、すべて話そうと決めていた。

「わたしの本当の名前は、クリスティーナ。メイロイア王国の、伯爵家に生まれたの」

　それからひとつずつ、今までのことを話す。

　十歳の誕生日に贈られたナイフ。

　父と母との確執。

　騎士になる夢を諦めきれず、家出をしてこの国に来たこと。

　母の病気は嘘だったこと。

　自分はすっかり忘れてしまっていたが、ナイフを贈ってくれたのは団長であるレジナルドだったこと。

　交わした約束と、それを果たすために結婚したこと。

　さすがに恥ずかしいことは話さなかったが、それでもすべて打ち明けた。

　三人は驚いた顔をしていたけれど、それでも言葉を挟まず、最後まで静かに聞いてくれた。

「……お嬢様っぽいと思っていたけど、まさか伯爵令嬢だったなんて」

「言わなくてごめんなさい。あのときは家出していたし、証明するものは何もなかったから」

「私達、これからどうしたらいい？」

「今まで通りにしてくれると、嬉しい。この国ではただの見習い騎士だし、これからもここで頑張るつもりだから」

　そう言うと、彼女達も色々と思うことはあるだろうに、それを承諾してくれた。

「わかった。これからもクリスって呼んでもいい？」

「もちろん」

　何度も頷くと、よろしくクリス、と言ってくれた。

「でも誕生日にナイフかぁ。すごいことだね」

「うん。今はなかなか成立しないって聞くから」

　そう言ったのは、このアリムリア王国出身であるマリアとリーンだった。

「成立しないって？」

　首を傾げると、彼女達は顔を見合わせる。

「将来を約束するってことだからね。待てずに他の人と結婚したり、待っていたのに迎えが来なかったりって、よく聞くよ」

「恋愛が自由になっているからね」

　それを八年も、と興奮気味に言う。

「しかも団長だよ。あの。史上最年少で、わずか八年で第一騎士団の団長になった伝説の人」

「どうして貴族出身の彼が第一騎士団に、って噂になったけど、最速で騎士団長になるには実力主義の第一騎士団しかなかったのね。近衛騎士団も聖騎士団も、年功序列なところがあるから」

　黙って聞いていたカレンが、クリスティーナを見てしみじみと言う。

「その強さは全部、クリスのためだったんだね」

　あらためてそう言われると恥ずかしくなって、クリスティーナは俯いた。

「それなのに約束を忘れて、しかも婚約を嫌って逃げ出したのね」

「うう……」

　自分がひどい女のように思えて、肩を落とした。

「反省、しています……」

「でも、ナイフの習慣を知らないなら仕方がないよ。こっちの人間なら、誕生日に渡されただけでわかるけど、そのときのクリスは十歳だし、しかも病気になってしまったんだから」

　庇ってくれたのはリーンだった。マリアも本気で責めていたわけではないらしく、そうだねと同意している。

「それで、向こうでもう結婚したってことは、今のクリスは人妻なのね」

「うん。名前も、クリスティーナ・ソリューになったわ」

　家を出てきたから、今はもう伯爵令嬢でもない。

　そう答えると、三人はほっとした様子だった。

「よかった。いずれ団長は結婚するだろうし、これからクリスをどうやって守ろうかと思っていたのよ」

「団長の妻に手を出す命知らずはいないわね、さすがに」

　しかも八年越しに手に入れた、初恋の女性だ。

　これからどうするの、と聞かれて、クリスティーナは何げなく、屋敷が完成する一年後までは、今まで通り寄宿舎で暮らすと伝えた。

　すると。

「馬鹿ねぇ……」

　リーンに、心底あきれたような声でそう言われる。

「え？」

　マリアとカレンも、同意するように頷いていた。

「どうして？」

「私達と一緒に居たいと思ってくれるのは嬉しいよ。でもね、八年も待たせてしまった団長を、まだ待たせるの？　団長は、屋敷が完成していなくても、別の場所でも一緒に暮らしたいって言っていたんでしょう？」

「あ……」

　そう言われて、はっとする。

　彼はあのとき、すぐには答えなかった。いつもなら笑ってクリスティーナの意見を受け入れてくれるのに、あのときは違っていた。

「私達もいずれは別れるわ。女だもの。結婚したり、子どもを産んだりすることもある。でも、ずっと友達よ。それは変わらない。一緒に住まなくたって、クリスは私の親友だから」

「そうね。わたし、間違っていたかもしれない」

　そう言って顔を上げて、微笑む。

　彼はあのとき、どんな気持ちでクリスティーナの提案を受け入れてくれたのだろう。

「レジナルドのところに行ってくるわ。わたしも、一年は待てないからって」

「そうよ。ほら、今すぐに行ってきなさい」

　友人達に後押しをされて、クリスティーナは走り出す。

　やっぱり彼女達は、レジナルドとはまったく違う意味で大切な人達だ。きっとこの友情は、生涯続くだろう。

「レジナルド」

　騎士団長の部屋に行き、扉を叩いてその名を呼ぶ。

「クリスティーナ。どうしたんだ？」

　その剣幕に驚いたレジナルドが、慌てて部屋から出てきた。

「やっぱり、一緒に住みましょう。屋敷が完成するまでは、賃貸でもかまわないわ。あなたと一緒にいたいの」

　そう言うとレジナルドは本当に嬉しそうに、心から安堵したように笑みを浮かべる。

「ああ、そうだな。一緒に住もう」

　抱き寄せようとするレジナルドを、ここでは駄目だと押し戻す。途端に肩を落とす彼に、住むところが決まったらね、と囁いた。

　友人達に、感謝しなければならない。

　クリスティーナはそう思いながら、今駆け抜けてきた道を戻る。

　大切な人に、愛する夫に一年もあんな顔をさせてしまうところだった。

　もう離れないと誓ったはずなのに。

　驚いたことに、レジナルドはその日のうちに住む場所を決めてきた。

　騎士団の敷地からは少し遠い、それでも王都の繁華街に近い大きな屋敷だ。その日の夜、彼に連れられて来たときには、もう家具もすべて配置され、掃除も終わっていた。レジナルドの実家から派遣されたという侍女達が、クリスティーナを奥様と呼び、丁寧に挨拶をする。

「……さすがに、驚いたわ」

　正直にそう言うと、彼はクリスティーナを抱き寄せながら言う。

「住むところが決まったら、と言われたからな」

　そのためにたった一日でここまでしたのかと思うと、あきれを通り越して少し感動してしまった。

「わたしって、こんなに愛されていたのね」

　思わずそう言うと、レジナルドはクリスティーナの腰を抱いて、引き寄せる。

「まだ伝わっていなかったのか。これからじっくりと教える必要があるな」

「……もう」

　夜になってからでないとならないと駄目だと言ったのに、気が付けば寝室に引き込まれていた。

　そこには大きな寝台がひとつだけある。

「駄目か？」

　ここまで連れ込んだくせにそんなことを言うレジナルドに、クリスティーナは笑いながら首に手を回して、キスをする。

「愛しているのはもう、あなただけじゃないわ。わたしもあなたを愛している。だから、いいわ」

　何度もキスを交わしながら、寝台に横たわる。

　今夜もまた、快楽に溺れてしまうのだろう。

　明日の朝、また立てなくなっているかもしれない。

　それでも、これほど愛してくれる大切な夫を、クリスティーナも愛している。

「ねえ、もし女の子が生まれて、いつか誰かからナイフをもらってきたらどうする？」

　好奇心からそう聞くと、レジナルドはふと手を止めて、真剣に考え込んでいる。

「そうだな。俺を倒すことができたら、許可してもいい」

　クリスティーナのために強くなったレジナルドは、今度は娘のためにますます鍛錬に励むだろう。そんな彼に勝てる人などいるのだろうか。

　次第に快楽の海に沈んでいく思考の中で、クリスティーナは、もし産むのなら男の子が良いのかもしれないと考える。

　クリスティーナに似た女の子だったら、きっと大変なことになる。

　いずれ訪れる、未来。

　それはきっと、幸せと愛に満ちたものになるのだろう。








著者紹介




雪村　亜輝（ゆきむら・あき）


恋愛ファンタジーを中心に、ネットで小説を執筆中。２０１４年アルファポリス刊行「氷愛」で出版デビュー。

がんばるヒロインと、困難を乗り越えるヒーローが好き。

ゲームが好きで、勢いで課金してしまい、後悔する日々。「次、ガチャ回したら、推しが出る気がする」








Copyright © 2020 Aki Yukimura All rights reserved.






著作権上、本作品の一部、あるいは全部を無断で複製、転載、配信、送信することは禁止されています。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止されています。







※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。






item/navigation-documents.xhtml




Navigation









		表紙



		序章



		偽装結婚から始まった溺愛～冷徹な騎士団長は、結婚したら素敵な旦那様になりました～



		終章























Guide





		表紙



		目次



		本編















item/image/cover.jpg
%& S (& 7w ¥
ﬁﬁ{&%’lﬂ:@%ﬁi

g b?ﬁ&fi A
« B Jﬂﬁﬁ‘f& U i LL 'f//






item/image/002.jpg





item/image/001.jpg





item/image/003.jpg





